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使用に当たって

ネットワーク上のデバイスを検索する

Windows®で検索したAxisデバイスにIPアドレスの割り当てを行うには、AXIS IP Utilityまたは
AXIS Device Managerを使用します。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportから
ダウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへの
アクセス⽅法を参照してください。

ブブララウウザザーーササポポーートト

以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM EdgeTM Firefox® Safari®

Windows® ✓ ✓ * *

macOS® ✓ ✓ * *

Linux® ✓ ✓ * *

その他のオペ
レーティングシ
ステム

* * * *

✓: 推奨:

*: 制限付きでサポート

装置のwebインターフェースを開く

1. ブラウザーを開き、Axis装置のIPアドレスまたはホスト名を入力します。
本製品のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用し
て、ネットワーク上のデバイスを見つけます。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。装置に初めてアクセスする場合は、管理者アカウ
ントを作成する必要があります。管理者アカウントを作成する, on page 2を参照してくだ
さい。

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースのすべての機能および設定に関する説明は、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプを参照してください。

管理者アカウントを作成する

装置に初めてログインするときには、管理者アカウントを作成する必要があります。

1. ユーザー名を入力してください。
2. パスワードを入力します。安全なパスワード, on page 3を参照してください。
3. パスワードを再入力します。
4. 使用許諾契約書に同意します。
5. [ AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。

重要
装置にはデフォルトのアカウントはありません。管理者アカウントのパスワードを紛失した場
合は、装置をリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on page 48を参
照してください。
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https://help.axis.com/access-your-device
https://help.axis.com/access-your-device
https://help.axis.com/axis-os-web-interface-help
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安全なパスワード

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

デバイスのソフトウェアが改ざんされていないことを確認する

装置に元のAXIS OSが搭載されていることを確認するか、またはセキュリティ攻撃が行われた後に
装置を完全に制御するには、以下の手順に従います。
1. 工場出荷時の設定にリセットします。工場出荷時の設定にリセットする, on page 48を参照
してください。
リセットを行うと、セキュアブートによって装置の状態が保証されます。

2. デバイスを設定し、インストールします。

webインターフェースの概要

このビデオでは、装置のwebインターフェースの概要について説明します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

Axis装置のwebインターフェース

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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基本設定

以下の設定手順は、すべてのシナリオで有効です。

1.
2.
3. 対象範囲を調整する, on page 8
4. 地域の選択, on page 9
5. イベントストレージを設定する, on page 10

カメラ取り付けの推奨事項

• 設置場所を選択するときは、日の出や日の入りの間などに、直射日光が画像に影響を及ぼ
す可能性があることに注意してください。

• [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] シナリオでのカメラの取り付け高さは、車両と
カメラとの間の距離の半分にする必要があります。

• [FFrreeee ffllooww ((フフリリーーフフロローー))] (低速走行車両のナンバープレート認識) シナリオでのカメラの
取り付け高さは、車両とカメラとの間の距離の半分未満にする必要があります。

C

A

アアククセセススココンントトロローールルキャプチャー距離: 2～7 m (6.6～23 ft)。この例は、AXIS P3265-LVE-3
License Plate Verifier Kitに基づいています。

キャプチャー距離: (C) 取り付け高さ (A)

2.0 m (6.6 ft) 1.0 m (3.3 ft)

3.0 m (9.8 ft) 1.5 m (4.9 ft)

4.0 m (13 ft) 2.0 m (6.6 ft)

5.0 m (16 ft) 2.5 m (8.2 ft)

7.0 m (23 ft) 3.5 m (11 ft)

フフリリーーフフロローーキャプチャー距離: 7～20m（23～65 ft）。この例は、AXIS P1465-LE-3 License Plate
Verifier Kitに基づいています。

キャプチャー距離 (C) 取り付け高さ (A)

7.0 m (23 ft) 3.0 m (9.8 ft)

10.0 m (33 ft) 4.0 m (13 ft)

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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15.0 m (49 ft) 6.0 m (19.5 ft)

20.0 m (65 ft) 10.0 m (33 ft)

• カメラの取り付け角度は、いずれの方向でも30°より大きくしないでください。

< 30°

横からの取り付け角度。

< 30°

上からの取り付け角度。

• ナンバープレートの画像は、水平方向に5°を超えてチルトさせないでください。画像が
5°を超えてチルトしている場合は、ライブストリームでナンバープレートが水平に表示さ
れるように、カメラを調整することをお勧めします。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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< 5°

ロール角度。

設定アシスタント

アプリケーションを最初に実行するときは、設定アシスタントを使用して [FFrreeee ffllooww ((フフリリーーフフ
ロローー))] または [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] を設定します。後で変更する場合は、
[[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] に移動し、[SSeettuupp aassssiissttaanntt ((設設定定アアシシススタタンン
トト))] で [SSttaarrtt((開開始始))] を押します。

フフリリーーフフロローー

フリーフローでは、このアプリケーションは大規模な連絡道路、市街地のほか、キャンパス、
港、空港などの閉鎖されたエリアで、低速走行車両のナンバープレートを検知して読み取ること
ができます。これにより、VMSでLPRフォレンジック検索やLPRトリガーイベントが可能になりま
す。

1. [FFrreeee ffllooww ((フフリリーーフフロローー))] を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
2. カメラの取り付け方法に応じて画像の回転を選択します。
3. 対象範囲の数を選択します。1つの範囲で、両方向でプレートを検知できることに注意して
ください。

4. カメラが配置されている範囲を選択します。
5. キャプチャータイプを選択します。
– LLiicceennssee ppllaattee ccrroopp ((ナナンンババーーププレレーートトののククロロッッププ)): ナンバープレートのみが保存さ

れます。
– VVeehhiiccllee ccrroopp ((車車両両ののククロロッッププ)): キャプチャーされた車両全体が保存されます。

– FFrraammee ddoowwnnssiizzeedd 448800xx227700 ((448800xx227700ににダダウウンンササイイズズさされれたたフフレレーームム)): 画像全体
が保存され、解像度は480x270に下げられます。

– FFuullll ffrraammee ((フフルルフフレレーームム)): 画像全体がフル解像度で保存されます。
6. アンカーポイントをドラッグして、対象範囲を調整します。対象範囲を調整する, on page
8を参照してください。

7. 対象範囲の方向を調整します。矢印をクリックして回転させて、方向を設定します。方向
により、対象範囲に出入りする車両がアプリケーションで登録される方法が決まります。

8. [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
9. [PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))] ドロップダウンリストで、以下のいずれかのプロトコルを選択し
ます。
– TCP

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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– HTTP POST
10. [SSeerrvveerr UURRLL ((ササーーババーーののUURRLL))] フィールドに、次の形式でサーバーのアドレスとポートを
入力します: 127.0.0.1:8080

11. [DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD))] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。
12. [EEvveenntt ttyyppeess ((イイベベンントトタタイイププ))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。
– [NNeeww ((新新規規))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。
– [UUppddaattee ((更更新新))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、

プレートの移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかで
す。

– [LLoosstt ((消消失失))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。
これには、ナンバープレートの方向も含まれます。

13. この機能をオンにするには、[SSeenndd eevveenntt ddaattaa ttoo sseerrvveerr ((イイベベンントトデデーータタををササーーババーーにに送送
信信すするる))] を選択します。

14. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DDoo nnoott ttoo sseenndd iimmaaggeess tthhrroouugghh
HHTTTTPP PPOOSSTT ((HHTTTTPP PPOOSSTT でで画画像像をを送送信信ししなないい))] を選択します。

15. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
16. 登録済みのプレートのリストがすでにある場合は、[bblloocckklliisstt ((ブブロロッッククリリスストト))] としてイ
ンポートするか、[aalllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] としてインポートするかを選択します。

17. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。

アアククセセススココンントトロローールル

セットアップウィザードを使用すると、すばやく簡単に設定できます。[SSkkiipp ((ススキキッッププ))] を選択
して、いつでもガイドを読み飛ばすことができます。

1. [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
2. 使用するアクセスコントロールのタイプを選択します。
– カメラでリストを管理する場合は、[IInntteerrnnaall II//OO ((内内部部II//OO))] を選択します。既知の

車両の場合に、カメラのI/Oを使用してゲートを開く, on page 28を参照してくださ
い。

– ドアコントローラーを接続する場合は、[CCoonnttrroolllleerr ((ココンントトロローーララーー))] を選択しま
す。を参照してください。

– リレーモジュールに接続する場合は、[RReellaayy ((リリレレーー))] を選択します。を参照してく
ださい。

3. [BBaarrrriieerr mmooddee ((ゲゲーートトモモーードド))] ドロップダウンリストの [OOppeenn ffrroomm lliissttss ((リリスストトかからら開開
くく))] で、[AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] を選択します。

4. [[VVeehhiiccllee ddiirreeccttiioonn]] ((車車両両のの方方向向)) ドロップダウンリストから [[oouutt]] ((出出庫庫)) を選択します。
5. [RROOII] ドロップダウンリストで、使用する対象範囲を選択するか、すべての対象範囲を使用
するかを選択します。

6. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
[IImmaaggee sseettttiinnggss ((画画像像設設定定))] ページで、次の設定を行います。

1. 対象範囲の数を選択します。
2. カメラが配置されている範囲を選択します。
3. キャプチャータイプを選択します。画像キャプチャーの設定を調整する, on page 9を参照
してください。

4. アンカーポイントをドラッグして、対象範囲を調整します。対象範囲を調整する, on page
8を参照してください。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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5. 対象範囲の方向を調整します。方向により、対象範囲に出入りする車両がアプリケーショ
ンで登録される方法が決まります。

6. [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
[EEvveenntt ddaattaa ((イイベベンントトデデーータタ))] ページで、次の処理を行います。

注
詳細な設定については、サードパーティ製ソフトウェアへのイベント情報のプッシュ, on page
37を参照してください。
1. [PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))] ドロップダウンリストで、以下のいずれかのプロトコルを選択し
ます。
– TCP
– HTTP POST

2. [SSeerrvveerr UURRLL ((ササーーババーーののUURRLL))] フィールドに、次の形式でサーバーのアドレスとポートを
入力します: 127.0.0.1:8080。

3. [DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD))] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。
4. [EEvveenntt ttyyppeess ((イイベベンントトタタイイププ))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。
– [NNeeww ((新新規規))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。
– [UUppddaattee ((更更新新))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、

プレートの移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかで
す。

– [LLoosstt ((消消失失))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。
これには、ナンバープレートの方向も含まれます。

5. この機能をオンにするには、[SSeenndd eevveenntt ddaattaa ttoo sseerrvveerr ((イイベベンントトデデーータタををササーーババーーにに送送
信信すするる))] を選択します。

6. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DDoo nnoott ttoo sseenndd iimmaaggeess tthhrroouugghh
HHTTTTPP PPOOSSTT ((HHTTTTPP PPOOSSTT でで画画像像をを送送信信ししなないい))] を選択します。

7. [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
[[IImmppoorrtt lliisstt ffrroomm aa ..ccssvv ffiillee ((..ccssvvフファァイイルルかかららリリスストトををイインンポポーートト))] ページで、次の操作を行い
ます。
1. 登録済みのプレートのリストがすでにある場合は、[bblloocckklliisstt ((ブブロロッッククリリスストト))] としてイ
ンポートするか、[aalllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] としてインポートするかを選択します。

2. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。

アプリケーションの設定にアクセスする

1. カメラのwebインターフェースで、[AAppppss ((アアププリリ))] に移動し、アプリケーションを起動し
て、[OOppeenn ((開開くく))] をクリックします。

対象範囲を調整する

対象範囲は、アプリケーションがナンバープレートを探すライブビュー内のエリアです。最適な
パフォーマンスを得るには、対象範囲をできるだけ小さく保ってください。対象範囲を調整する
には、以下の手順に従います。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] に移動します。
2. [IImmaaggee ((画画像像))] をクリックします。

3. 1:1をクリックすると、監視したい場所やアクセスコントロールを管理したい場所をズーム
できます。

4. 検証とキャプチャー画像の品質を高めるには、[AAFF] をクリックします。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit



9

5. 車両に自動でフォーカスを合わせるには、[AAFF]をクリックします。手動でフォーカスを合わ
せる場合は、スライダーで調整します。

6. [AArreeaa ooff iinntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] をクリックして、ビューエリアに表示します。
7. 対象範囲を移動するには、その範囲内の任意の場所をクリックして選択し、ナンバープ
レートが最も見えやすい場所にドラッグします。設定を保存した後、対象範囲が適切な位
置にとどまっていることを確認してください。

8. 対象範囲を調整するには、範囲内の任意の場所をクリックして選択し、青色で強調表示さ
れているアンカーポイントをドラッグします。
– 対象範囲をリセットするには、左下の数字アイコンの横のリセットボタンをクリッ

クします。
– アンカーポイントを追加するには、暗色のアンカーポイントのいずれかをクリック

します。アンカーポイントが黄色に変わり、操作できることを示します。黄色のア
ンカーポイントの隣に新しい暗色のポイントが自動的に追加されます。黄色のアン
カーポイントの最大数は8です。

9. 対象範囲の外部のどこかをクリックすると、変更が保存されます。
10. [EEvveenntt lloogg ((イイベベンントトロロググ))] で正しい方向のフィードバックを取得するには、矢印を運転方
向に向ける必要があります。
10.1. 矢印アイコンをクリックします。
10.2. アンカーポイントを選択し、矢印を回転させて、運転方向に合わせます。
10.3. 対象範囲の外部でクリックすると、変更が保存されます。

1つの範囲で、両方向でプレートを検知できることに注意してください。方向のフィードバック
は、[[DDiirreeccttiioonn]] ((方方向向)) 列に表示されます。
11. 対象範囲が最適な効果を得るために十分な大きさかどうかを確認するには、ピクセルカウ
ンターを使用します。
– ピクセルカウンターを表示するには、電卓のアイコンをクリックします。
– フルサイズのピクセルカウンターエリアを調整するには、黄色でハイライト表示さ

れているエリアの右下のコーナーをドラッグします。
– ピクセルカウンターエリアを移動するには、そのエリア内の任意の場所をクリック

し、移動先にドラッグします。
• 2つ目の対象範囲を追加するには、11の横の++をクリックします。
• スタンドアロンのカメラを使用している場合は、アプリでナンバープレート認識の推奨設
定を適用できます。
1. 魔法の杖のアイコンをクリックすると、ナンバープレート認識用に設定が最適化さ

れます。
2. 魔法の杖の横にあるメニューボタンをクリックすると、設定値が表示されます。

地域の選択

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[RReeccooggnniittiioonn ((認認識識))]] に移動します。

2. [RReeggiioonn ((地地域域))] ドロップダウンリストから地域を選択します。

画像キャプチャーの設定を調整する

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [IImmaaggee ((画画像像))] に移動します。

2. キャプチャーされた画像の解像度を変更するには、[IImmaaggee rreessoolluuttiioonn ((画画像像解解像像度度))] に移
動します。

3. キャプチャーされた画像の回転を変更するには、[RRoottaattiioonn ((回回転転))] に移動します。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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イベントストレージを設定する

イベントは、キャプチャーした画像、ナンバープレート、関心領域番号、車の方向、アクセス、
日付と時刻で構成されます。

この使用事例では、許可リストに追加されたナンバープレート番号のイベントを30日間、保存す
る方法について説明します。

要件:
• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• 内部ストレージまたはカメラに取り付けられたSDカード。
1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [SSttoorraaggee ((スストトレレーージジ))] に移動します。
2. [RReettaaiinn eevveennttss ((イイベベンントトのの保保持持))] で、[AAlllloowwlliisstteedd ((許許可可リリスストト))] を選択します。
3. [RReetteennttiioonn ppeerriioodd ((保保持持期期間間))] で、[3300 ddaayyss ((3300日日))] を選択します。

4. キャプチャーされた画像の保存方法を変更するには、[SSaavvee ffuullll ffrraammee ((フフルルフフレレーームムをを保保
存存))] に移動します。
– LLiicceennssee ppllaattee ccrroopp ((ナナンンババーーププレレーートトののククロロッッププ)): ナンバープレートのみが保存さ

れます。
– VVeehhiiccllee ccrroopp ((車車両両ののククロロッッププ)): キャプチャーされた車両全体が保存されます。

– FFrraammee ddoowwnnssiizzeedd 448800xx227700 ((448800xx227700ににダダウウンンササイイズズさされれたたフフレレーームム)): 画像全体
が保存され、解像度は480x270に下げられます。

– FFuullll ffrraammee ((フフルルフフレレーームム)): 画像全体がフル解像度で保存されます。

注
アプリの実行中に挿入されたSDカードを検知するには、アプリを再起動する必要があります。
カメラにSDカードが取り付けられている場合、デフォルトストレージとしてSDカードが自動的
に選択されます。

AXIS License Plate Verifierは、カメラの内部メモリを利用して、ナンバープレートのクロップを
フレームとして使って最大1,000件のイベントを保存します。大型のフレームを使用する場合、
保存できるイベントの量が変わります。

SDカードは、任意のタイプのフレームを使用して最大100,000件のイベントを保存できます。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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インストール

プレビューモード

プレビューモードは、設置担当者が設置中にカメラビューを微調整する際に最適です。プレ
ビューモードでは、カメラビューにアクセスするのにログインする必要はありません。このモー
ドは、装置の電源投入から一定時間、工場出荷時の設定状態でのみ使用できます。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

このビデオでは、プレビューモードの使用方法について説明しています。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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デバイスを構成する

AXIS Camera Stationのユーザー向け

AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrのの設設定定

装置がAXIS License Plate Verifierで設定されている場合、その装置はビデオ管理システムの外部
データソースと見なされます。表示をデータソースに接続し、装置でキャプチャーされたナン
バープレートを検索して関連する画像を表示できます。

注
• AXIS Camera Station 5.38以降が必要です。
• AXIS License Plate Verifierにはライセンスが必要です。
1. アプリケーションをダウンロードして装置にインストールします。
2. アプリケーションの設定を行います。『AXIS License Plate Verifierユーザーマニュアル』を
参照してください。

3. 既存のAXIS Camera Stationインストールの場合は、クライアントとの通信に使用される
サーバー証明書を更新します。証明書の更新を参照してください。

4. 時刻同期をオンにして、AXIS Camera StationサーバーをNTPサーバーとして使用します。
サーバーの設定を参照してください。

5. デバイスをAXIS Camera Stationに追加する。装置の追加を参照してください。
6. 最初のイベントを受信すると、データソースは [CCoonnffiigguurraattiioonn >> DDeevviicceess >> EExxtteerrnnaall ddaattaa
ssoouurrcceess ((設設定定 >>デデババイイスス >>外外部部デデーータタソソーースス))]] の下に自動的に追加されます。

7. データソースをビューに接続します。外部データソースを参照してください。
8. 装置によってキャプチャーされたナンバープレートを検索します。「データ検索」を参照
してください。

9. をクリックして、検索結果を.txtファイルにエクスポートします。

基本設定

取取りり付付けけ位位置置をを設設定定すするる

1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >>「「IInnssttaallllaattiioonn ((イインンスストトーールル))]] >> [[MMoouunnttiinngg ppoossiittiioonn ((取取りり付付けけ位位置置))]]
に移動します。

2. [CChhaannggee ((変変更更))] をクリックします。
3. 取り付け位置を選択し、[SSaavvee aanndd rreessttaarrtt ((保保存存ししてて再再起起動動))] をクリックします。

電電源源周周波波数数をを設設定定すするる

1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IInnssttaallllaattiioonn ((イインンスストトーールル))]] >> [[PPoowweerr lliinnee ffrreeqquueennccyy ((電電源源周周波波数数))]]
に移動します。

2. 電源周波数を選択し、[SSaavvee aanndd rreessttaarrtt ((保保存存ししてて再再起起動動))] をクリックします。

画像を調整する

このセクションでは、デバイスの設定について説明します。

低低遅遅延延モモーードドでで画画像像処処理理時時間間をを短短縮縮すするる

低遅延モードをオンにすることで、ライブストリームの画像処理時間を最適化できます。ライブ
ストリームの遅延が最小限に短縮されます。低遅延モードを使用すると、通常より画質が低下し
ます。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit

https://help.axis.com/axis-license-plate-verifier#step-by-step-guide
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#certificate-renewal
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#server-settings
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#add-devices
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#external-data-sources
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#data-search


13

1. [SSyysstteemm >> PPllaaiinn ccoonnffiigg ((シシスステテムム >>ププレレイインン設設定定))] に移動します。

2. ドロップダウンリストから [IImmaaggeeSSoouurrccee ((画画像像ソソーースス))] を選択します。
3. [IImmaaggeeSSoouurrccee//II00//SSeennssoorr >> LLooww llaatteennccyy mmooddee ((画画像像ソソーースス//II00//セセンンササーー >>低低遅遅延延モモーー
ドド))] に移動し、[OOnn ((オオンン))] を選択します。

4. [保保存存] をクリックします。

露露出出モモーードドをを選選択択すするる

監視カメラのシーンに合わせて画質を向上させるには、露出モードを使用します。露出モードで
は、開口、シャッター、ゲインを制御できます。[VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> IImmaaggee ((画画像像)) >> EExxppoossuurree ((露露
出出))] に移動し、以下の露出モードから選択します。

• ほとんどの用途では、[AAuuttoommaattiicc ((自自動動))] 露出を選択します。
• 蛍光灯など、特定の人工照明がある環境では、[FFlliicckkeerr--ffrreeee ((ちちららつつきき防防止止))] を選択しま
す。
電源周波数と同じ周波数を選択します。

• 蛍光灯照明がある夜間の屋外や太陽光が射す日中の屋外など、特定の人工照明や明るい光
がある環境では、[FFlliicckkeerr--rreedduucceedd ((ちちららつつきき低低減減))] を選択します。
電源周波数と同じ周波数を選択します。

• 現在の露出設定を固定するには、[HHoolldd ccuurrrreenntt ((現現在在のの状状態態でで固固定定))] を選択します。

たたるる型型歪歪曲曲のの補補正正

バレル歪曲 (たる型歪曲) とは、フレームの端に近づくにつれて、直線の曲がりが現れる現象で
す。広い視野では、多くの場合、画像内にバレル歪曲が発生します。バレル歪曲補正では、この
歪曲が補正されます。

注
バレル歪曲補正は、画像の解像度と視野に影響します。
1. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[IInnssttaallllaattiioonn ((イインンスストトーールル))]] >> [[IImmaaggee ccoorrrreeccttiioonn ((画画像像補補正正))]] に移動
します。

2. [BBaarrrreell ddiissttoorrttiioonn ccoorrrreeccttiioonn ((BBDDCC)) ((ババレレルル歪歪曲曲補補正正 ((BBDDCC)))) ] をオンにします。

ピピククセセルル解解像像度度のの確確認認

画像の定義された部分に、ナンバープレートなどを認識するのに十分なピクセルが含まれている
ことを確認するには、ピクセルカウンターを使用します。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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1. [VViiddeeoo >> IImmaaggee ((ビビデデオオ>>画画像像))] に移動します。

2. をクリックします。

3. ピピククセセルルカカウウンンタターーの をクリックします。
4. カメラのライブビューで、ナンバープレートが表示されると予想される位置など、対象範
囲の四角形のサイズおよび位置を調整します。

5. 四角形の各辺 (XとY) のピクセル数が表示され、値がニーズを満たすのに十分かどうかを決
定することができます。

ビデオを表示する、録画する

このセクションでは、デバイスの設定について説明します。ストリーミングとストレージの動作
の詳細については、を参照してください。

帯帯域域幅幅ととスストトレレーージジ容容量量をを削削減減すするる

重要
帯域幅を削減すると、画像の詳細が失われる場合があります。
1. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム))] に移動します。

2. ライブビューで をクリックします。
3. 装置がAV1をサポートしている場合は、[VViiddeeoo ffoorrmmaatt ((ビビデデオオ形形式式)) AAVV11] を選択します。
サポートしていない場合は [HH..226644] を選択します。

4. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム)) >> GGeenneerraall ((一一般般))] に移動し、[CCoommpprreessssiioonn ((圧圧縮縮
率率))] を上げます。

5. [VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> ZZiippssttrreeaamm ((ビビデデオオ >>スストトリリーームム>> ZZiippssttrreeaamm))] に移動し、以下の1つ
または複数の手順を実行します。
注

[ZZiippssttrreeaamm] の設定は、MJPEGを除くすべてのビデオエンコーディングに使用されます。
– 使用するZipstreamのSSttrreennggtthh ((強強度度))を選択します。
– [OOppttiimmiizzee ffoorr ssttoorraaggee ((スストトレレーージジ用用にに最最適適化化))] をオンにします。この機能は、ビ

デオ管理ソフトウェアがBフレームをサポートしている場合にのみ使用できます。

ABC 123

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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– [DDyynnaammiicc FFPPSS ((ダダイイナナミミッッククFFPPSS))] をオンにする。

– [DDyynnaammiicc GGOOPP ((ダダイイナナミミッッククGGOOPP))] をオンにし、GOP長を高い [UUppppeerr lliimmiitt ((上上
限限))] に設定する。

注
ほとんどのWebブラウザーはH.265のデコードに対応していないため、装置はwebインター
フェースでH.265をサポートしていません。その代わり、H.265デコーディングに対応したビデ
オ管理システムやアプリケーションを使用できます。

ネネッットトワワーーククスストトレレーージジをを設設定定すするる

ネットワーク上に録画を保存するには、以下のようにネットワークストレージを設定する必要が
あります。
1. [SSyysstteemm >> SSttoorraaggee ((シシスステテムム >>スストトレレーージジ))] に移動します。

2. [[NNeettwwoorrkk ssttoorraaggee ((ネネッットトワワーーククスストトレレーージジ))]]で [[AAdddd nneettwwoorrkk ssttoorraaggee ((ネネッットトワワーー
ククスストトレレーージジをを追追加加))]]をクリックします。

3. ホストサーバーのIPアドレスを入力します。
4. [NNeettwwoorrkk SShhaarree ((ネネッットトワワーークク共共有有))] で、ホストサーバー上の共有場所の名前を入力しま
す。

5. ユーザー名とパスワードを入力します。
6. SMBバージョンを選択するか、[AAuuttoo ((自自動動))] のままにします。
7. 一時的な接続の問題が発生した場合や、共有がまだ設定されていない場合は、[ AAdddd sshhaarree
wwiitthhoouutt tteessttiinngg ((テテスストトななししでで共共有有をを追追加加すするる))] を選択します。

8. [追追加加] をクリックします。

ビビデデオオをを録録画画ししてて見見るる

カカメメララかからら直直接接ビビデデオオをを録録画画すするる
1. [VViiddeeoo ((ビビデデオオ)) >> SSttrreeaamm ((スストトリリーームム))] に移動します。

2. 録画を開始するには、 をクリックします。

ストレージを設定していない場合は、 および をクリックします。ネットワークスト
レージの設定手順については、ネットワークストレージを設定する, on page 15を参照して
ください。

3. 録画を停止するには、もう一度 をクリックします。
ビビデデオオをを見見るる
1. [RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] に移動します。

2. リスト内で録画の をクリックします。

ビビデデオオがが改改ざざんんさされれてていいなないいここととをを確確認認すするる

署名付きビデオであれば、カメラで録画されたビデオが誰にも改ざんされていないことを確認す
ることができます。

1. [VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> GGeenneerraall (ビデオ >ストリーム >全般)] に移動し、[SSiiggnneedd vviiddeeoo ((署署名名
付付ききビビデデオオ))] をオンにします。

2. AXIS Camera Station (5.46以降) または互換性のある別のビデオ管理ソフトウェアを使用し
てビデオを録画します。手順については、AXIS Camera Stationユーザーマニュアルを参照
してください。

3. 録画したビデオをエクスポートします。

AXIS P3265-LVE-3 License Plate Verifier Kit
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4. AXIS File Playerを使用してビデオを再生します。AXIS File Playerをダウンロードします。

は、ビデオが改ざんされていないことを示しています。

注
ビデオの詳細な情報を得るには、ビデオを右クリックして、[SShhooww ddiiggiittaall ssiiggnnaattuurree ((デデジジタタ
ルル署署名名をを表表示示))] を選択します。

イベントのルールを設定する

特定のイベントが発生したときにデバイスにアクションを実行させるように、ルールを作成する
ことができます。ルールは条件とアクションで構成されます。条件を使用して、アクションをト
リガーすることができます。たとえば、デバイスは動きを検知したときに、録画を開始したり、
電子メールを送信したりすることができ、デバイスが録画をしている間にオーバーレイテキスト
を表示することができます。

詳細については、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

カカメメララががナナンンババーーププレレーートトをを検検知知ししたた場場合合ににビビデデオオをを録録画画すするる

この例では、カメラが物体を検知したときにSDカードへの録画を開始するようにカメラを設定す
る方法について説明します。録画には、検知開始前の5秒と検知終了後の1分の映像が含まれま
す。

開始する前に、以下をご確認ください。

• SDカードが装着されていることを確認します。
次の手順に従って、AXIS Licence Plate Verifierが動作していることを確認します。
1. [AAppppss >> AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerr ((アアププリリ >> AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerr))] に移動しま
す。

2. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。
3. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

ルールの作成:
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。
2. ルールの名前を入力します。
3. 条件のリストで、[AApppplliiccaattiioonn ((アアププリリケケーーシショョンン))] の [AALLPPVV..PPllaatteeIInnVViieeww] を選択しま
す。

4. アクションのリストで、[RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] の [RReeccoorrdd vviiddeeoo wwhhiillee tthhee rruullee iiss aaccttiivvee
((ルルーールルががアアククテティィブブででああるる間間､､ビビデデオオをを録録画画すするる))] を選択します。

5. ストレージオプションのリストで、[SSDD__DDIISSKK] を選択します。
6. カメラとストリームプロファイルを選択します。
7. プリバッファ時間を5秒に設定します。
8. ポストバッファ時間を [1 minute(1分)] に設定します。
9. [保保存存] をクリックします。

カカメメララレレンンズズにに対対すするるいいたたずずららががああっったたととききにに通通知知ををトトリリガガーーすするる

この例では、カメラのレンズにスプレーが吹き付けられたり、レンズが覆われたり、汚されたり
したときの電子メール通知を設定する方法を説明します。

いいたたずずらら検検知知ををアアククテティィブブににすするる::
1. [SSyysstteemm >> DDeetteeccttoorrss >> CCaammeerraa ttaammppeerriinngg ((シシスステテムム>>検検知知>>カカメメララにに対対すするるいいたたずず
らら))] に移動します。

2. [TTrriiggggeerr ddeellaayy ((トトリリガガーー遅遅延延))] の値を設定します。この値は、メールが送信される前に経
過する必要がある時間を示します。
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3. TTrriiggggeerr oonn ddaarrkk iimmaaggeess ((暗暗いい画画像像ででトトリリガガーー)) をオンにすると、レンズにスプレーが吹き
付けられたり、覆われたり、フォーカスがぼやけた場合に検知します。

メメーールル送送信信先先をを追追加加すするる::
4. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RReecciippiieennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>送送信信先先))] に移動し、送信先を追加
します。

5. 送信先の名前を入力します。
6. 通知のタイプとして電電子子メメーールルを選択します。
7. 送信先の電子メールアドレスを入力します。
8. カメラが通知を送信する際の、送信元電子メールアドレスを入力します。
9. 電子メール送信用アカウントのログイン詳細とSMTPホスト名、ポート番号を入力します。
10. 電子メールの設定をテストするには、[TTeesstt ((テテスストト))] をクリックします。
11. [保保存存] をクリックします。

ルルーールルのの作作成成::
12. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム >>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、ルールを追加しま
す。

13. ルールの名前を入力します。
14. 条件のリストで、[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]の[TTaammppeerriinngg ((いいたたずずらら))] を選択します。
15. [NNoottiiffiiccaattiioonnss ((通通知知))] のアクションのリストで、[SSeenndd nnoottiiffiiccaattiioonn ttoo eemmaaiill ((電電子子メメーールル
にに通通知知をを送送るる))] を選択し、リストから送信先を選択します。

16. 電子メールの件名とメッセージを入力します。
17. [保保存存] をクリックします。

音声

録録画画にに音音声声をを追追加加すするる

音声をオンにする:
1. [VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> AAuuddiioo ((ビビデデオオ>>スストトリリーームム>>音音声声))] に移動し、音声を対象に含めま
す。

2. 装置に複数の入力ソースがある場合は、ソースで適切なソソーーススを選択します。
3. [AAuuddiioo >> DDeevviiccee sseettttiinnggss ((音音声声 >>デデババイイススのの設設定定))] に移動し、適切な入力ソースをオンに
します。

4. 入力ソースを変更する場合は、[AAppppllyy cchhaannggeess ((変変更更をを適適用用すするる))] をクリックします。

録画に使用するストリームプロファイルを編集します:
5. [SSyysstteemm ((シシスステテムム)) >> SSttrreeaamm pprrooffiilleess ((スストトリリーームムププロロフファァイイルル))] に移動し、ストリーム
プロファイルを選択します。

6. IInncclluuddee aauuddiioo ((音音声声をを含含めめるる)) を選択してオンにします。
7. [保保存存] をクリックします。

ポポーートトキキャャスストトをを使使用用ししたた本本製製品品へへのの音音声声機機能能のの追追加加

ポートキャストテクノロジーを使用すると、本製品に音声機能を追加できます。カメラとイン
ターフェースの間のネットワークケーブルを通じた音声およびI/Oのデジタル通信が可能になりま
す。

Axisネットワークビデオ装置に音声機能を追加するには、装置と電力を供給するPoEスイッチの間
に、ポートキャスト対応のAxis audio device and I/O Interfaceを接続します。
1. Axisネットワークビデオ装置 (1) とAxisポートキャスト装置 (2) をPoEケーブルで接続しま
す。
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2. Axisポートキャスト装置 (2) とPoEスイッチ (3) をPoEケーブルで接続します。

1 Axisネットワークビデオデバイス
2 Axisポートキャスト装置
3 スイッチ

デバイスを接続すると、Axisネットワークビデオデバイスの設定に音声タブが表示されるようにな
ります。その音声タブに移動し、[AAllllooww aauuddiioo ((音音声声をを有有効効ににすするる))] をオンにします。

詳細については、Axisポートキャスト装置のユーザーマニュアルを参照してください。
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リストの管理

検知されたナンバープレートをリストに追加する

アプリケーションによって検知されたナンバープレートはリストに直接追加できます。

1. [HHoommee ((ホホーームム))] をクリックします。
2. [LLiivvee ((ラライイブブ))] に移動します。
3. リスト内の登録済みプレートの矢印アイコンをクリックします。
4. [AAppppeenndd ppllaattee ttoo lliisstt ((ププレレーートトををリリスストトにに追追加加すするる))] をクリックします。

5. ダイアログで、ナンバープレートを追加するリストを選択します。
6. [AAppppeenndd ((追追加加))] をクリックします。

注
ナンバープレートと説明のどちらにも<<,, >>と&&の記号が使用されていないことを確認します。

ナンバープレートに説明を追加する

リストのナンバープレートに説明を追加する方法:

• [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
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• ナンバープレートを選択し、

をクリックし、ドロップダウンメニューから [EEddiitt ((編編集集))] を選択します。
• 該当する情報を [DDeessccrriippttiioonn ((説説明明))] のフィールドに入力します。
• [保保存存] をクリックします。

注
ナンバープレートと説明、どちらにも<<、、>>、&&の記号が使用されていないことを確認してくだ
さい。

リスト名のカスタマイズ

特定の使用事例に合わせて、任意のリストの名前を変更できます。

1. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
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2. 変更するリストの横の

をクリックします。
3. [EEddiitt ((編編集集))] を選択します。
4. リストの名前を入力します。
5. [SSuubbmmiitt ((送送信信))] をクリックします。

新しいリスト名が既存のすべての設定で更新されます。

許可リストに含まれるナンバープレート番号をインポートする

コンピューター上の.csvファイルから、許可リストに含まれるライセンスプレート番号をインポー
トすることができます。ナンバープレート番号に加えて、番号ごとに.csvファイルにコメントを追
加することもできます。

.csvファイルの構造は、次のようにする必要があります: license plate,date,description

例:
ナンバープレートのみ: AXIS123

ナンバープレート +説明: AXIS123,,John Smith

ナンバープレート +日付 +説明: AXIS123,2022-06-08,John Smith
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注
ナンバープレートと説明、どちらにも<<、、>>、&&の記号が使用されていないことを確認してくだ
さい。
1. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
2. [AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] の横の

をクリックし、ドロップダウンメニューから [IImmppoorrtt ((イインンポポーートト))] を選択します。
3. コンピューター上の.csvファイルに移動して選択します。
4. [OOKK] をクリックします。
5. [AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] に、インポートしたナンバープレート番号が表示されていること
を確認します。

ナナンンババーーププレレーートトリリスストトをを他他ののカカメメララとと共共有有すするる

ネットワーク上でナンバープレートリストを他のカメラと共有することができます。同期する
と、他のカメラにある現在のナンバープレートリストがすべて上書きされます。

1. [[LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))]] >> [[LLiisstt ssyynncchhrroonniizzaattiioonn ((リリスストト同同期期))]] に移動します。

2. [RReemmoottee ccoonnnneecctteedd ddeevviicceess ((リリモモーートト接接続続さされれたたデデババイイスス))] で、IPアドレス、ユーザー
名、パスワードを入力します。
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3. [追追加加] をクリックします。
4. [SSyynncchhrroonniizzee lliisstt ((リリスストトをを同同期期すするる))] をクリックします。

5. [LLaasstt ssyynncc ((最最後後のの同同期期))] の日付と時刻が適切に更新されていることを確認してください。

スケジュールリスト

リストは、特定の曜日の特定の時間帯にのみアクティブになるようにスケジュール設定すること
ができます。リストをスケジュール設定する方法:

• [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
• 変更するリストの横の

をクリックします。
• ドロップダウンメニューで [SScchheedduullee ((ススケケジジュューールル))] を選択します。
• 開始時刻と終了時刻、リストをアクティブにする日を選択します。
• EEnnaabblleedd ((有有効効化化)) の隣にあるボタンをクリックします。
• [保保存存] をクリックします。
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追加設定

テキストオーバーレイの設定

テキストオーバーレイでは、ライブビューに次のイベント情報が表示されます: weekday,
month, time, year, license plate number。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [IImmaaggee ((画画像像))] に移動します。
2. [TTeexxtt oovveerrllaayy ((テテキキスストトオオーーババーーレレイイ))] を有効にします。

3. [TTiimmeessttaammpp aanndd lliicceennssee ppllaattee ((タタイイムムススタタンンププととナナンンババーーププレレーートト))] または [LLiicceennssee
ppllaattee oonnllyy ((ナナンンババーーププレレーートトののみみ))] のいずれかを選択します。

4. [OOvveerrllaayy dduurraattiioonn ((オオーーババーーレレイイ期期間間))] を1～9秒の値に設定します。

5. オーバーレイがライブビューに表示されていることを確認します。

低照度下でナンバープレートを検知する

検知のたびに、アルゴリズムによってスコアがつけられます。これは信頼閾値と呼ばれます。選
択した感度よりスコアが低い検知は、イベントのリストに表示されません。

低照度のシーンでは、信頼閾値を低く設定することで、より多くのプレートを検知することが可
能になります。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[RReeccooggnniittiioonn ((認認識識))]] に移動します。

2. [CCoonnffiiddeennccee tthhrreesshhoolldd ((信信頼頼閾閾値値))] でスライダーを調整します。
3. アルゴリズムが期待どおりにナンバープレートを検知することを確認します。

ナンバープレートで少ない文字数を許可する

このアプリケーションには、ナンバープレートを検知するときのデフォルトの最小文字数があり
ます。デフォルトの最小文字数は5です。より少ない文字数でナンバープレートを検知するよう
に、アプリケーションを設定できます。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[RReeccooggnniittiioonn ((認認識識))]] に移動します。

2. [NNuummbbeerr ooff cchhaarraacctteerrss ((文文字字数数))] で、スライダーを調整して許可する最小文字数を設定し
ます。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを検知することを確認します。

ナンバープレートの完全一致のみを許可する

マッチングアルゴリズムは、検知されたナンバープレートを許可リストやブロックリストと照合
するとき、1文字の逸脱を自動的に許可します。しかし、シナリオによっては、ナンバープレート
のすべての文字が完全に一致している必要があります。

1. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
2. [SSttrriicctt mmaattcchhiinngg ((厳厳密密なな一一致致))] をクリックして有効にします。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを照合することを確認します。

ナンバープレートの照合時に複数の文字の逸脱を許可する

マッチングアルゴリズムは、検知されたナンバープレートを許可リストやブロックリストと照合
するとき、1文字の逸脱を自動的に許可します。ただし、複数の文字の逸脱を許可することもでき
ます。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[RReeccooggnniittiioonn ((認認識識))]] に移動します。
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2. [AAlllloowweedd cchhaarraacctteerr ddeevviiaattiioonn ((許許可可さされれるる文文字字のの逸逸脱脱))] で、異なることが許可される文字
の数を選択します。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを照合することを確認します。

オペレーターに制限付きアクセス権を付与する

オペレーターには、URLを介したアプリへの制限付きのアクセス権を付与することができます。こ
れにより、イイベベンントトロロググとリリスストト管管理理のみへのアクセスが可能になります。このURLは、
[SSeettttiinnggss >> UUsseerr rriigghhttss ((設設定定 >>ユユーーザザーー権権限限))] で確認できます。

安全な接続を設定する

カメラとドアコントローラーとの間など、デバイス間の通信とデータを保護するために、証明書
を使用してHTTPSによる安全な接続を設定します。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [SSeeccuurriittyy ((セセキキュュリリテティィ))] に移動します。

2. HTTPSで、[SSeellff--ssiiggnneedd ((自自己己署署名名))] または [CCAA--ssiiggnneedd ((CCAA署署名名))] のいずれかを選択しま
す。

注
HTTPSの詳細と使用方法については、で確認できます。

アプリ設定のバックアップとリストア

画像取り込み、セキュリティ、検出、統合に関連するアプリで行った設定のバックアップとリス
トア (復元) ができます。問題の発生時にも、バックアップした設定を復元することができます。

アプリの設定をバックアップする方法:
• [SSeettttiinnggss >> MMaaiinntteennaannccee ((設設定定 >>メメンンテテナナンンスス))] に移動します。

• [[DDoowwnnllooaadd bbaacckkuupp ccoonnffiigguurraattiioonn ((ババッッククアアッッププのの設設定定ををダダウウンンロローードドすするる))]] をクリッ
クします。

JSONファイルがダウンロードフォルダにダウンロードされます。
アプリの設定をリストアする方法:
• [SSeettttiinnggss >> MMaaiinntteennaannccee ((設設定定 >>メメンンテテナナンンスス))] に移動します。
• [RReessttoorree ccoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定ののリリスストトアア))] をクリックします。

バックアップを含むJSONファイルを選択します。
設定が自動的に復元されます。

すべてのイベントをクリアする

アプリを設定した後は、設定時の画像や取得したプレートの記録を消去しておくことを推奨しま
す。

データベースからすべての画像とプレートを消去する方法:

[SSeettttiinnggss >> MMaaiinntteennaannccee ((設設定定 >>メメンンテテナナンンスス))] に移動します。
• [すすべべててのの認認識識結結果果ののククリリアア] をクリックします。
• [YYeess ((ははいい))] をクリックします。

仮想ポートを使用したアクションのトリガー

仮想ポートをアクセスコントロールと組み合わせて使用して、任意の種類のアクションをトリ
ガーできます。この例では、仮想ポートとカメラのI/Oポートを使用してテキストオーバーレイを
表示するように、AXIS License Plate Verifierを設定する方法について説明します。

要件:
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• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• ゲートとカメラのI/Oポートの間にケーブルが接続されている。
• 基本的な設定が終了している。を参照してください。
1. アプリケーションのWebページに移動し、[[SSeettttiinnggss]] ((設設定定)) タブを選択します。
2. [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] に移動します。
3. [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] で、[IInntteerrnnaall II//OO ((内内部部II//OO))] を選択します。
4. [II//OO oouuttppuutt ## ((II//OO出出力力番番号号))] を選択します。

5. [VViirrttuuaall ppoorrtt ((仮仮想想ポポーートト))] ドロップダウンリストでポートを選択します。
6. [BBaarrrriieerr mmooddee ((ババリリアアモモーードド))] で、[OOppeenn ttoo aallll ((すすべべててにに開開放放))] を選択します。
7. [VVeehhiiccllee ddiirreeccttiioonn ((車車両両のの進進行行方方向向))] で、[AAnnyy ((指指定定ななしし))] を選択します。
8. 使用する [AArreeaa ooff iinntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] を選択します。
9. カメラのWebページで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] に移動します。
10. [AAdddd rruullee ((ルルーールルのの追追加加))] をクリックします。
11. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] で、[VViirrttuuaall iinnppuutt iiss aaccttiivvee ((仮仮想想入入力力ががアアククテティィブブ))]、指定したポート
番号を選択します。

12. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で [UUssee oovveerrllaayy tteexxtt ((オオーーババーーレレイイテテキキスストトをを使使用用すするる))] を選択し
ます。

13. [VViiddeeoo cchhaannnneellss ((ビビデデオオチチャャンンネネルル))] を選択します。
14. 表示するテキストを入力します。
15. テキストの継続時間を追加します。
16. [保保存存] をクリックします。
17. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[OOvveerrllaayyss ((オオーーババーーレレイイ))]] に移動します。

18. [OOvveerrllaayyss ((オオーーババーーレレイイ))] に移動します。

19. ドロップダウンメニューで [TTeexxtt ((テテキキスストト))] を選択し、[++] をクリックします。
20. 「#D」と入力するか、[MMooddiiffiieerrss ((修修飾飾子子))] ドロップダウンリストで修飾子を選択します。
21. ライブビューで車両が関心領域に入ると、テキストオーバーレイが表示されることを確認
します。
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車両の入出庫のシナリオ

車両の入出庫のシナリオでは、アプリケーションはカメラにキャプチャーされた車両のナンバー
プレートを読み取り、カメラに保存されている許可されたナンバープレート番号のリスト、また
は許可されていないもののリストに照らしてナンバープレートを検証します。

このシナリオでは、ゲートを開閉するためにI/O機能をサポートしているカメラ、あるいはI/Oリ
レーモジュールと組み合わせて、カメラにアプリケーションをインストールすることが必要で
す。

1 3

2

1 34

25

車両の入出庫のシナリオで可能な2つの設定。

1 AXIS License Plate Verifierが搭載されたAxisカメラ
2 I/O通信
3 ゲート
4 Axis I/Oリレーモジュール
5 IP通信

既知の車両の場合に、リレーモジュールを使用してゲートを開く

この使用事例では、AXIS License Plate Verifier をリレーモジュールと共に設定して、特定の関心領
域 (ROI) を通過して駐車場などに入っていく既知の車両に対してゲートを開く方法を説明します。

要件:
• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• バリアとリレーモジュールの間にケーブルが接続されている。
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 4を参照してください。
1. カメラのWebページに移動し、[[SSeettttiinnggss]] ((設設定定)) を選択してAXIS License Plate Verifierを開
きます。

2. リレーモジュールのWebページに移動し、リレーポートがカメラのI/Oポートに接続されて
いることを確認します。

3. リレーモジュールのIPアドレスをコピーします。
4. AXIS License Plate Verifierに戻ります。
5. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] >> [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] に移動します。

6. [TTyyppee ((タタイイププ))] に移動し、ドロップダウンリストで [TTyyppee ((リリレレーー))] を選択します。

7. [II//OO oouuttppuutt ((II//OO出出力力))] ドロップダウンリストで、バリアに接続されているI/Oポートを選択
します。
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8. [BBaarrrriieerr mmooddee ((ゲゲーートトモモーードド))] ドロップダウンリストで [OOppeenn ffrroomm lliissttss ((リリスストトかからら開開
くく))] を選択し、[AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] をオンにします。

9. [[VVeehhiiccllee ddiirreeccttiioonn]] ((車車両両のの方方向向)) ドロップダウンリストから [[iinn]] ((入入庫庫)) を選択します。
10. [RROOII] ドロップダウンリストから、目的の車線をカバーする対象範囲を選択します。
11. 以下の情報を入力します。
– リレーモジュールのIPアドレスを192.168.0.0の形式で入力
– リレーモジュールのユーザー名
– リレーモジュールのパスワード

12. 接続が機能することを確認し、[[CCoonnnneecctt]] ((接接続続)) をクリックします。
13. 接続をアクティブにするには、[TTuurrnn oonn iinntteeggrraattiioonn ((統統合合をを有有効効ににすするる))] をクリックしま
す。

14. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] タブに移動します。

15. [AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] フィールドにナンバープレート番号を入力します。

注
リレーモジュール上の物理的な入力ポート1～8が、ドロップダウンリストのポート1～8に対応
します。ただし、リレーモジュール上のリレーポート1～8は、ドロップダウンリストのポート9
～16に対応します。これは、リレーモジュールにポートが8個しかない場合も同じです。
16. アプリケーションが、許可リストに含まれるナンバープレート番号を既知の車両として識
別し、ゲートが正常に開くことを確認してください。

既知の車両の場合に、カメラのI/Oを使用してゲートを開く

この例では、既知の車両が駐車場に入るような場合に、カメラのI/Oポートを使用してゲートを開
くようにAXIS License Plate Verifierを設定する方法について説明します。

要件:
• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• ゲートとカメラのI/Oポートの間にケーブルが接続されている。
• 基本的な設定が終了している。を参照してください。
1. アプリケーションのWebページに移動し、[HHoommee ((ホホーームム))] に移動して、検知されたナン
バープレートをリストに追加します。「検知されたナンバープレートをリストに追加する,
on page 19」を参照してください。

2. リストを直接編集するには、[LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。

3. [AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] フィールドに許可されたナンバープレート番号を入力します。
4. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] に移動します。
5. [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] で、[IInntteerrnnaall II//OO ((内内部部II//OO))] を選択します。
6. [II//OO oouuttppuutt ## ((II//OO出出力力番番号号))] を選択します。
7. [BBaarrrriieerr mmooddee ((ババリリアアモモーードド))] で、[OOppeenn ffrroomm lliissttss ((リリスストトかからら開開くく))] を選択し、
[AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] を確認します。

8. [[VVeehhiiccllee ddiirreeccttiioonn]] ((車車両両のの方方向向)) ドロップダウンリストから [[iinn]] ((入入庫庫)) を選択します。
9. [AArreeaa ooff iinntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] で、使用する対象範囲を選択するか、すべての対象範囲を使
用するかを選択します。

10. アプリケーションが、許可リストに含まれるナンバープレート番号を既知の車両として識
別し、ゲートが正常に開くことを確認してください。

注
特定の使用事例に合わせて、任意のリストの名前を変更できます。
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許可されていない車両に関する通知を受け取る

この例では、カメラで通知をトリガーするイベントを作成できるように、アプリケーションを設
定する方法について説明します。

要件:
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 4を参照してください。
1. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。

2. [BBlloocckklliisstt ((ブブロロッッククリリスストト))] フィールドにナンバープレート番号を入力します。
3. カメラのWebページに移動します。
4. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動し、アプリケーションを条件とし、通知を
アクションとするアクションルールを設定します。

5. アプリケーションが、追加されたナンバープレート番号を許可されていない車両として識
別し、アクションルールが正常に実行されることを確認してください。
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車両アクセスコントロールのシナリオ

車両のアクセスコントロールのシナリオでは、アプリケーションをAxisネットワークドアコント
ローラーに接続して、アクセスルールを設定し、アクセス時間のスケジュールを作成し、従業員
だけでなく訪問者やサプライヤーの車両アクセスも処理することができます。

バックアップ用に、ドアコントローラーとカードリーダーを含むアクセスシステムを使用しま
す。ドアコントローラーとカードリーダーを設定する方法については、axis.comにあるユーザード
キュメントを参照してください。

1 3 5

6

42

1 AXIS License Plate Verifierが搭載されたAxisカメラ
2 IP通信
3 カードリーダーを備えたAxisネットワークドアコントローラー
4 I/O通信
5 ゲート
6 オプションのサードパーティ製ソフトウェア

ドアコントローラーに接続する

この例では、カメラをネットワークドアコントローラーに接続します。つまり、カメラがセン
サーとして機能します。カメラはコントローラーに情報を転送し、コントローラーは情報を分析
し、イベントをトリガーします。

注
AXIS License Plate VerifierとAXIS Entry Managerを切り替えたときは、すべてのパラメーターに
アクセスできるように必ずWebページを更新してください。

要件:
• カメラとドアコントローラーが物理的に設置され、ネットワークに接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 4を参照してください。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

AXIS A1001 Door Controllerでこのアプリケーションを起動して実行する方法。

AAXXIISS EEnnttrryy MMaannaaggeerrででののハハーードドウウェェアアのの設設定定
1. AXIS Entry Managerに移動し、[[SSeettuupp]] ((設設定定)) で新しいハードウェア設定を開始します。

2. ハードウェアの設定で、ネットワークドアコントローラーの名前を「ゲートローラー」に
変更します。

3. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
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4. [[CCoonnffiigguurree lloocckkss ccoonnnneecctteedd ttoo tthhiiss ccoonnttrroolllleerr]] ((ここののココンントトロローーララーーにに接接続続さされれてていいるる
ロロッッククをを設設定定すするる)) で、[[DDoooorr mmoonniittoorr]] ((ドドアアモモニニタターー)) オプションをクリアします。

5. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
6. [[CCoonnffiigguurree rreeaaddeerrss ccoonnnneecctteedd ttoo tthhiiss ccoonnttrroolllleerr]] ((ここののココンントトロローーララーーにに接接続続さされれてていい
るるリリーーダダーーをを設設定定すするる)) で、[[EExxiitt rreeaaddeerr]] ((外外部部リリーーダダーー)) オプションをクリアします。

7. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。
CCoonnffiigguurraattiioonn iinn AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrででのの設設定定
1. AXIS License Plate VerifierのWebページに移動します。
2. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] >> [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] に移動します。

3. [TTyyppee ((タタイイププ))] に移動し、ドロップダウンリストで [CCoonnttrroolllleerr ((ココンントトロローーララーー))] を選択
します。

4. 以下の情報を入力します。
– コントローラーのIPアドレスを192.168.0.0の形式で入力
– コントローラーのユーザー名
– コントローラーのパスワード

5. [接接続続] をクリックします。
6. 接続が成功した場合は、[[NNeettwwoorrkk DDoooorr CCoonnttrroolllleerr nnaammee]] ((ネネッットトワワーーククドドアアココンントトロローー
ララーー名名)) ドロップダウンリストに “Gatecontroller“ が表示されます。[Gatecontroller] を選択
します。

7. [RReeaaddeerr nnaammee ((リリーーダダーー名名))] ドロップダウンリストで、ドア“Gatecontroller”に接続されて
いるリーダーを選択します (“Reader entrance”など)。これらの名前は、AXIS Entry Manager
で変更できます。

8. 接続をアクティブにするには、[TTuurrnn oonn iinntteeggrraattiioonn ((統統合合をを有有効効ににすするる))] を選択します。

9. ユーザーのナンバープレート番号の1つを入力するか、デフォルトを使用し、[TTeesstt
iinntteeggrraattiioonn ((統統合合ををテテスストト))] をクリックします。テストが成功したことを確認します。

AAXXIISS EEnnttrryy MMaannaaggeerrでで、、ユユーーザザーー、、ググルルーーププ、、ドドアア、、おおよよびびススケケジジュューールルをを設設定定すするる
1. Go to AXIS Entry Managerに移動します。
2. [[AAcccceessss MMaannaaggeemmeenntt]] ((アアククセセスス管管理理)) に移動します。

3. [[DDoooorrss >> AAdddd iiddeennttiiffiiccaattiioonn ttyyppee]] ((ドドアア >>識識別別タタイイププをを追追加加)) に移動します。

4. [[CCrreeddeennttiiaallss nneeeeddeedd]] ((必必要要なな認認証証情情報報)) ドロップダウンリストで、[[LLiicceennssee ppllaattee oonnllyy]]
((ナナンンババーーププレレーートトののみみ)) を選択します。

5. 識別タイプを使用できる時期に制限を設定するには、[[SScchheedduullee]] ((ススケケジジュューールル)) をドアに
ドラッグアンドドロップします。

6. ユーザーを追加し、ユーザーごとに認証情報の [[LLiicceennssee ppllaattee]] ((ナナンンババーーププレレーートト)) を追加
します。

7. 再度 [[AAdddd ccrreeddeennttiiaall]] ((認認証証情情報報をを追追加加)) クリックし、ナンバープレート情報を入力しま
す。

8. [[AAdddd nneeww ggrroouupp]] ((新新ししいいググルルーーププをを追追加加)) をクリックし、情報を入力します。

9. ユーザーをグループに追加するには、[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))] をユーザーグループにドラッグア
ンドドロップします。

10. ユーザーにアクセス権を付与するには、[[DDoooorr]] ((ドドアア)) をユーザーグループにドラッグアン
ドドロップします。

11. アクセス時間を制限するには、[[SScchheedduullee]] ((ススケケジジュューールル)) をユーザーグループにドラッグ
アンドドロップします。
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1

3

4

2

AXIS Entry Managerのユーザーインターフェースの概要。

1 ユーザー
2 ドア
3 スケジュール
4 ユーザーグループ

AXIS Secure Entryへの接続

この例では、AXIS Licence Plate Verifierを使用して、AXIS Camera Station内のAxisドアコントロー
ラーとAXIS Secure Entryを接続する方法について説明します。

要件:
• カメラとドアコントローラーが物理的に設置され、ネットワークに接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• AXIS Camera Stationクライアントバージョン5.49.449以上。
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 4を参照してください。

AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonnで、「リーダーの追加」を参照してください。

AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrアプリで、次の操作を行います。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] タブで、[CCoonnffiigguurraattiioonn wwiizzaarrdd ((設設定定ウウィィザザーードド))] に移動し、[SSttaarrtt ((開開
始始))] をクリックします。

2. [AAcccceessss CCoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] を選択します。
3. [SSeeccuurree EEnnttrryy] を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。

AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonnで、以下の手順に従います。
4. [AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn>>CCoonnffiigguurraattiioonn>>OOtthheerr DDeevviicceess ((AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn>>設設定定>>そそ
のの他他のの装装置置))] の装置リストに表示されるドアコントローラーのIPアドレスを入力します。
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5. 認証キーを追加するには、[AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn>>CCoonnffiigguurraattiioonn>>EEnnccrryypptteedd
ccoommmmuunniiccaattiioonn ((AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn>>設設定定>>暗暗号号化化通通信信))] に移動します。

6. [EExxtteerrnnaall PPeerriipphheerraall AAuutthheennttiiccaattiioonn KKeeyy ((外外部部周周辺辺機機器器認認証証キキーー))] に移動し、[SShhooww
aauutthheennttiiccaattiioonn kkeeyy ((認認証証キキーーのの表表示示))] をクリックします。

7. [CCooppyy kkeeyy ((キキーーののココピピーー))] をクリックします。

AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrアプリで、次の操作を行います。
8. 設定ウィザードの [AAuutthheennttiiccaattiioonn kkeeyy ((認認証証キキーー))] に移動し、キーを貼り付けます。
9. [接接続続] をクリックします。
10. ドロップダウンメニューで、[DDoooorr ccoonnttrroolllleerr nnaammee ((ドドアアココンントトロローーララーー名名))] を選択しま
す。

11. ドロップダウンメニューで、[RReeaaddeerr nnaammee ((リリーーダダーー名名))] を選択します。
12. [TTuurrnn oonn iinntteeggrraattiioonn ((統統合合をを有有効効ににすするる))] をオンにします。
13. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
14. 対象範囲を調整します。「対象範囲を調整する, on page 8」を参照してください。
15. [NNeexxtt ((次次へへ))] を2回クリックし、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリックします。
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速度測定によるフリーフローシナリオ

速度測定によるフリーフローシナリオでは、カメラはエッジツーエッジテクノロジーによってAxis
レーダーとペアリングされます。カメラは2車線をカバーし、通過車両のナンバープレートを読み
取り、ペアリングされたレーダーも同じ2車線をカバーし、車両の速度を測定します。さらに、
AXIS Speed Monitorアプリケーションは、カメラのライブビューのオーバーレイを介して各車線の
最高速度を表示できます。

エッジツーエッジの詳細については、エッジツーエッジ技術, on page 43を参照してください。

要要件件:

• AXIS License Plate VerifierカメラキットとAXIS D2210-VE Radarがインストールされ、ネット
ワークに接続されていること。

シナリオを設定する

4つのステップでシナリオを設定します。まずカメラを設定し、次にレーダーをペアリングおよび
設定して、最後にAXIS Speed Monitorを使ってオーバーレイを追加します。

開開始始すするる前前にに、、以以下下ををごご確確認認くくだだささいい。。

• カメラとレーダーが同じ対象範囲に向けられていることを確認します。
• カメラとレーダーの時刻が同期していることを確認します。ステータスを確認するには、
各装置の [IInnssttaallllaattiioonn >> TTiimmee ssyynncc ssttaattuuss ((イインンスストトーールル>>時時刻刻同同期期スステテーータタスス))] に移動
します。

• ペアリング後にレーダーがカメラの2番目のビューエリア (VViieeww aarreeaa 22 ((ビビュューーエエリリアア22)))
を使用するため、そのビューエリアが使用されていないことを確認してください。

カカメメララをを設設定定すするる:
1. 基本設定, on page 4の手順に従ってカメラを設定します。

2. 設定アシスタントに従うときは、必ずフリーフローを選択してください。詳細について
は、フリーフロー, on page 6を参照してください。

カカメメララををレレーーダダーーととペペアアリリンンググすするる:
1. カメラのwebインターフェースで、[SSyysstteemm >> EEddggee--ttoo--eeddggee >> RRaaddaarr ppaaiirriinngg ((シシスステテムム
>>エエッッジジツツーーエエッッジジ >>レレーーダダーーペペアアリリンンググ))] に移動します。

2. レーダーのホスト名、ユーザー名、パスワードを入力します。
3. [CCoonnnneecctt ((接接続続))] をクリックして装置をペアリングします。
接続が確立されると、カメラのwebインターフェースでレーダーの設定を利用できます。

注
ペアリングされたレーダーのデフォルトの解像度は1280x720です。レーダーをVMSに追加する
場合、カメラのwebインターフェースでレーダーのデフォルト解像度を維持します。

レレーーダダーーのの設設定定:
1. カメラのwebインターフェースで、[RRaaddaarr >> SScceennaarriiooss ((レレーーダダーー >>シシナナリリオオ))] に移動しま
す。

2. 片方の車線をカバーするレーダーシナリオと、もう片方の車線をカバーするレーダーシナ
リオを追加します。

3. どちらのシナリオでも、[MMoovveemmeenntt iinn aarreeaa ((エエリリアアへへのの侵侵入入))] を選択し、[VVeehhiicclleess ((車車
両両))] をトリガーして [SSppeeeedd lliimmiitt ((制制限限速速度度))] を設定します。
詳細については、AXIS D2210-VE Radarユーザーマニュアルのシナリオを追加するを参照し
てください。

注
AXIS License Plate Verifierからのナンバープレート情報を含むオーバーレイを追加する場合は、
AXIS Speed Monitorでオーバーレイを追加する前に、これらのオーバーレイを追加してくださ
い。
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以以下下のの手手順順にに従従っってて、、AAXXIISS SSppeeeedd MMoonniittoorrをを使使用用ししてて、、速速度度オオーーババーーレレイイをを追追加加ししまますす。
1. AXIS Speed Monitorをカメラにダウンロードしてインストールします。
2. 各車線に1つのオーバーレイを追加すると、カメラのライブビューで最大速度が表示されま
す。
インストールと設定の手順については、AXIS Speed Monitorユーザーマニュアルを参照し
てください。
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特定のイベントの検索

複数の条件を使用してイベントを検索するには、検索機能を使用します。

1. アプリケーションのWebページに移動し、[SSeeaarrcchh ((検検索索))] ページを選択します。
2. [FFrroomm ((開開始始))] および [TToo ((終終了了))] カレンダーメニューで日付を選択します。
3. [AAOOII] のドロップダウンメニューをクリックし、検索対象範囲を選択します。
4. [DDiirreeccttiioonn ((方方向向))] を選択して、入場または退出でフィルターします。
5. ナンバープレートを検索する場合は、[PPllaattee ((ナナンンババーーププレレーートト))] フィールドにナンバープ
レートを入力します。

6. 特定の国に属するナンバープレートを検索するには、[CCoouunnttrryy ((国国))] のドロップダウンリス
トから国を選択します。

7. 車両のビューに基づいて画像を絞り込むには、[VVeehhiiccllee vviieeww] のドロップダウンリストか
ら [FFrroonntt ((前前))] または [RReeaarr ((後後))] を選択します。

8. 車両のメーカー、モデル、タイプ、またはカラーに基づいて検索結果を絞り込むには、
[VVeehhiiccllee ddeettaaiillss ((車車両両のの詳詳細細))] のドロップダウンメニューから該当項目を選択します。

9. [AAppppllyy ffiilltteerrss ((フフィィルルタターーをを適適用用すするる))] をクリックし、検索結果を表示します。

検索結果のエクスポートと共有

検索結果を、その時点での統計情報と共にCSVファイルとしてエクスポートするには、[EExxppoorrtt ((エエ
ククススポポーートト))] をクリックして結果をcsvファイルとして保存します。

サードパーティシステムにデータをエクスポートするためのリンクとしてAPIをコピーするには、
[CCooppyy sseeaarrcchh lliinnkk ((検検索索リリンンククををココピピーー))] をクリックします。
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統合

プロファイルを使用して、複数のサーバーにイベントをプッシュする

プロファイルを使用すると、異なるプロトコルを使用する異なるサーバーに、同時にイベントを
プッシュすることができます。プロファイルを使用する方法:

1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] および [PPuusshh eevveennttss ((イイベベンントトののププッッシシュュ))] ページに移動します。

2. [PPrrooffiillee 11 ((ププロロフファァイイルル11))] を選択します。
3. ルールを設定します。サードパーティ製ソフトウェアへのイベント情報のプッシュ, on
page 37を参照してください。

4. ルールをテストします。
5. 新しいプロファイルのタブを選択し、新しいルールを設定します。

サードパーティ製ソフトウェアへのイベント情報のプッシュ

注
アプリケーションは、JSON形式でイベント情報を送信します。詳細については、MyAxisアカウ
ントを使用してログインし、AXIS VAPIXライブラリに移動して、AXIS License Plate Verifierを選
択してください。

この機能を使用すると、TCPまたはHTTP POSTでイベントデータをプッシュして、サードパーティ
製ソフトウェアを統合することができます。

開始する前に、以下をご確認ください。
• カメラはネットワークに物理的に設置および接続されている必要があります。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動されて実行されている必要があります。
1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] > [PPuusshh eevveennttss ((イイベベンントトののププッッシシュュ))] に移動します。

2. 空のプロファイルを選択します。
3. [PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))] ドロップダウンリストで、[HHTTTTPP PPOOSSTT] を選択します。
4. [SSeerrvveerr UURRLL ((ササーーババーーののUURRLL))] フィールドに、次の形式でサーバーのアドレスとポートを
入力します: 127.0.0.1:8080

5. ユーザー名とパスワードを入力します。
6. プロキシーを使用している場合は、プロキシーをオンにし、ホスト名、ユーザー名、パス
ワードを入力します。

7. [DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD))] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。
8. [PPuusshh ccoonnddiittiioonnss ((ププッッシシュュ条条件件))] でプッシュイベントをトリガーする方向を選択します。
9. [LLPPRR EEvveenntt ttyyppeess ((LLPPRRイイベベンントトタタイイププ))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。
– [NNeeww ((新新規規))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。
– [UUppddaattee ((更更新新))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、

プレートの移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかで
す。

– [LLoosstt ((消消失失))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。
これには、ナンバープレートの方向も含まれます。

– [CCoonnddiittiioonnaall ((条条件件付付きき))] は、条件が満たされた場合に、1つのオブジェクトに対し
て1つのイベントをプッシュします。

10. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DDoo nnoott ttoo sseenndd iimmaaggeess ((画画像像をを送送信信しし
なないい))] を選択します。

11. [EEvveenntt bbuuffffeerr ((イイベベンントトババッッフファァ))] を有効にし、サーバーがダウンした場合にイベントを
バッファリングしてサーバーが利用可能になったら送信するようにします。
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12. [RReetteennttiioonn sseettttiinnggss ((保保持持設設定定))] で選択している場合、画像に加えてナンバープレートの切
り取り画像を含めるには、[SSeenndd ttwwoo iimmaaggeess ((22つつのの画画像像をを送送信信))] を選択します。

13. Base64形式ではなくmulitpart形式でイベントを送信するには、[MMuullttiippaarrtt] を選択します。
14. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックし、仮想ナンバープレートを使用して統合テストを行います。
15. この機能をオンにするには、[AAccttiivvaattee ((オオンンににすするる))] を選択します。

注
HTTP POSTを使用してイベントをプッシュするには、ユーザー名とパスワードの代わりに認証
ヘッダーを使用し、[AAuutthh--HHeeaaddeerr ((認認証証ヘヘッッダダーー))] に移動し、認証APIへのパスを追加しま
す。

サーバーへのナンバープレートの画像の送信

この機能を使用すると、FTPを介してナンバープレートの画像をサーバーにプッシュできます。

開始する前に、以下をご確認ください。
• カメラはネットワークに物理的に設置および接続されている必要があります。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動されて実行されている必要があります。
1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] > [PPuusshh eevveennttss ((イイベベンントトののププッッシシュュ))] に移動します。

2. [PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))] ドロップダウンリストで、[FFTTPP] を選択します。
3. [SSeerrvveerr UURRLL ((ササーーババーーののUURRLL))] フィールドに、以下の形式でサーバーのアドレスを入力し
ます: ftp://10.21.65.77/LPR

4. FTPサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。
5. ファイル名のパスと名前の修飾子を選択します。
6. [DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD))] フィールドにデバイスの名前を入力します。この名前のフォル
ダーが画像用に作成されます。画像は次の形式で作成されます: timestamp_area of
interest_direction_carID_license plate text_country.jpg

7. [PPuusshh ccoonnddiittiioonnss ((ププッッシシュュ条条件件))] でプッシュイベントをトリガーする方向を選択します。
8. [EEvveenntt ttyyppeess ((イイベベンントトタタイイププ))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。
– [NNeeww ((新新規規))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。
– [UUppddaattee ((更更新新))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、

プレートの移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかで
す。

– [LLoosstt ((消消失失))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。
これには、ナンバープレートの方向も含まれます。

– [CCoonnddiittiioonnaall ((条条件件付付きき))] は、条件が満たされた場合に、1つのオブジェクトに対し
て1つのイベントをプッシュします。

注
[LLoosstt ((消消失失))] または [UUppddaattee ((更更新新))] が選択されている場合、方向はファイル名にのみ含まれま
す。
9. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックし、仮想ナンバープレートを使用して統合テストを行います。
10. この機能をオンにするには、[AAccttiivvaattee ((オオンンににすするる))] をクリックします。

注
選択したキャプチャーモードのタイプによって画像が異なることに注意してください (画像
キャプチャーの設定を調整する, on page 9を参照してください)。

注
プッシュイベントが失敗した場合、アプリは失敗した最初の100件までをサーバーに再送信しま
す。
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WindowsサーバーへのプッシュイベントでFTPを使用する場合、画像の名前に日付と時刻を示
す「%c」を使用しないでください。これは、Windowsが日付と時刻に対して関数「%c」で設
定された名前を許容していないためです。 Linuxサーバーを使用する場合には、この問題は発
生しません。

2Nとの直接統合

この例では、2N IP装置との直接統合について説明します。

2Nデバイスで、次のようにアカウントを設定します。
1. 2N IP Versoに移動します。
2. [SSeerrvviicceess ((ササーービビスス))] > [HHTTTTPP AAPPII] > [AAccccoouunntt 11 ((アアカカウウンントト11))] に移動します。
3. [EEnnaabbllee aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを有有効効ににすするる))] を選択します。
4. [CCaammeerraa aacccceessss ((カカメメララアアククセセスス))] を選択します。
5. [LLiicceennssee ppllaattee rreeccooggnniittiioonn ((ナナンンババーーププレレーートト認認識識))] を選択します。
6. IPアドレスをコピーします。

AXIS License Plate Verifierアプリで、次の操作を行います。
1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] > [DDiirreecctt iinntteeggrraattiioonn ((直直接接統統合合))] に移動します
2. [22NN IIPP DDeevviiccee] を選択します。
3. IPアドレスまたはURLを2Nデバイスに追加します。
4. ユーザー名とパスワードを入力します。
5. [CCoonnnneeccttiioonn ttyyppee ((接接続続タタイイププ))] を選択します。

6. [BBaarrrriieerr iiss uusseedd ffoorr ((ゲゲーートトのの使使用用目目的的))] で該当する目的を選択します。
7. [EEnnaabbllee iinntteeggrraattiioonn ((統統合合をを有有効効ににすするる))] をクリックします。
8. 車両の進行方向を選択します。
9. この機能をオンにするには、[AAccttiivvaattee ((オオンンににすするる))] を選択します。

統合が機能していることを確認するには、次の操作を行います。

1. 2N IP Versoに移動します。
2. [SSttaattuuss ((スステテーータタスス))] > [EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動します。

Genetec Security Centerとの統合

この例では、Genetec Security Centerとの直接統合の設定について説明します。

Genetec Security Centerで、次の操作を行います。

1. [OOvveerrvviieeww ((概概要要))] に移動します。
2. DDaattaabbaassee ((デデーータタベベーースス))、DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリ))、LLiicceennssee ((ラライイセセンンスス)) がオンライ
ンであることを確認します。オンラインでない場合は、WindowsですべてのGenetecサー
ビスとSQLEXPRESSサービスを実行します。

3. [[GGeenneetteecc CCoonnffiigg TTooooll]] >> [[PPlluuggiinnss ((ププララググイインン))]] に移動します。
4. [AAdddd aann eennttiittyy ((エエンンテティィテティィのの追追加加))] をクリックします。

5. [PPlluuggiinn ((ププララググイインン))] に移動し、[LLPPRR pplluuggiinn ((LLPPRRププララググイインン))] を選択します。
6. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
7. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
8. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
9. 追加したLPRプラグインを選択し、[DDaattaa ssoouurrcceess ((デデーータタソソーースス))] に移動します。
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[AALLPPRR rreeaaddss AAPPII] で、次の操作を行います。
10. [EEnnaabblleedd ((有有効効))] チェックボックスをオンにします。
11. [NNaammee ((名名前前))] に、次のように入力します。PPlluuggiinn RREESSTT AAPPII。

12. [AAPPII ppaatthh pprreeffiixx ((AAPPIIパパススののププレレフフィィッッククスス))] に、次のように入力します: llpprr。
13. [RREESSTT ppoorrtt ((RREESSTTポポーートト))] で、[444433] を選択します。
14. [WWeebbSSDDKK hhoosstt ((WWeebbSSDDKKホホスストト))] に、次のように入力します: llooccaallhhoosstt。
15. [WWeebbSSDDKK ppoorrtt ((WWeebbSSDDKKポポーートト))] で、[444433] を選択します。
16. [AAllllooww sseellff--ssiiggnneedd cceerrttiiffiiccaatteess ((自自己己署署名名証証明明書書をを許許可可すするる))] チェックボックスをオンに
します。

[SSeeccuurriittyy CCeenntteerr eevveennttss ddaattaa ssoouurrccee ((SSeeccuurriittyy CCeenntteerrイイベベンントトデデーータタソソーースス))] で、次の操作を
行います。
17. [EEnnaabblleedd ((有有効効))] チェックボックスをオンにします。
18. [NNaammee ((名名前前))] に、「SSeeccuurriittyy CCeenntteerr LLpprr EEvveennttss」と入力します。

19. [PPrroocceessssiinngg ffrreeqquueennccyy ((処処理理頻頻度度))] で、ドロップダウンメニューから [55 sseecc ((55秒秒))] を選択
します。

20. [DDaattaa ssiinnkkss ((デデーータタシシンンクク))] タブに移動します。
21. [++] をクリックします。
22. [TTyyppee ((タタイイププ))] で [DDaattaabbaassee ((デデーータタベベーースス))] を選択します。

23. デデーータタベベーーススをを選選択択しし、、次次ののよよううにに設設定定ししまますす。。
– [EEnnaabblleedd ((有有効効))] チェックボックスをオンにします。
– [SSoouurrccee ((ソソーースス))] で、[PPlluuggiinn RREESSTT AAPPII] と [NNaattiivvee AALLPPRR EEvveennttss ((ネネイイテティィブブAALLPPRR

イイベベンントト))] チェックボックスをオンにします。
– [NNaammee ((名名前前))] に、「RReeaaddss DDBB」と入力します。
– [IInncclluuddee ((含含めめるる))] で、[RReeaaddss]、[HHiittss]、[IImmaaggeess] チェックボックスをオンにしま

す。
– [RReessoouurrcceess ((リリソソーースス))] タブに移動します。
– [DDeelleettee tthhee ddaattaabbaassee ((デデーータタベベーーススのの削削除除))] をクリックした後、[CCrreeaattee aa

ddaattaabbaassee ((デデーータタベベーーススのの作作成成))] をクリックします。
CCrreeaattee aann AAPPII uusseerr ((AAPPIIユユーーザザーーのの作作成成))::
24. [[CCoonnffiigg TTooooll]] >> [[UUsseerr MMaannaaggeemmeenntt ((ユユーーザザーー管管理理))]] に移動します。
25. [AAdddd aann eennttiittyy ((エエンンテティィテティィのの追追加加))] をクリックします。

26. [UUsseerr ((ユユーーザザーー))] を選択します。
27. ユーザー名とパスワードを入力します。他のフィールドは変更しないでください。
28. 追加したユーザーを選択し、[PPrriivviilleeggeess ((権権限限))] タブに移動します。

29. [AApppplliiccaattiioonn pprriivviilleeggeess ((アアププリリケケーーシショョンン権権限限))] で、すべてを許可するチェックボックス
をオンにします。

30. TThhiirrdd--ppaarrttyy AALLPPRR rreeaaddss AAPPII ((ササーードドパパーーテティィ製製AALLPPRR rreeaaddss AAPPII)) を許可するチェックボッ
クスをオンにします。

31. [適適用用] をクリックします。
AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrアプリで、次の操作を行います。

1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] >> [DDiirreecctt iinntteeggrraattiioonn ((直直接接統統合合))] に移動します。
2. [GGeenneetteecc SSeeccuurriittyy CCeenntteerr] を選択します。

3. [UURRLL//IIPP] に、このテンプレートに従ってアドレスを入力します: https://server-
address/api/V1/lpr/lpringestion/reads。
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4. Genetecのユーザー名とパスワードを入力します。
5. [CCoonnnneeccttiioonn ttyyppee ((接接続続タタイイププ))] を選択します。
6. この機能をオンにするには、[AAccttiivvaattee ((オオンンににすするる))] を選択します。
7. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックし、仮想ナンバープレートを使用して統合テストを行います。
8. HTTPSを選択している場合は、[[SSeettttiinnggss ((設設定定))] タブに移動します。
9. [[SSeeccuurriittyy ((セセキキュュリリテティィ))]] >> [[HHTTTTPPSS]] で、次の操作を行います。
10. Genetec Security Centerの設定に応じて、[SSeellff--ssiiggnneedd ((自自己己署署名名))] または [CCAA--ssiiggnneedd ((CCAA
署署名名))] を選択します。

Genetec Security Centerで、次の操作を行います。

1. [GGeenneetteecc SSeeccuurriittyy ddeesskk] に移動します
2. [IInnvveessttiiggaattiioonn ((調調査査))] で、[RReeaaddss ((読読みみ取取りり))] をクリックします。

3. [RReeaaddss ((読読みみ取取りり))] タブに移動します。
4. ニーズに合わせて結果をフィルター処理します。
5. [レレポポーートトをを生生成成すするる]をクリックします。

注
Genetecのサードパーティ製ALPRプラグインの統合に関するドキュメントも読むことができま
す。この操作は、ここで行います (登録が必要)。
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webインターフェース

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースで利用可能なすべての機能と設定については、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプに移動します。
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詳細情報

エッジツーエッジ技術

エッジツーエッジは、IP装置が相互に直接通信できるようにする技術です。たとえば、Axisのカメ
ラとAxisの音声/レーダー製品との間のスマートペアリング機能を提供します。

注
ペアリングされたデバイスが同じAXIS OSバージョンで動作していることを確認してください。

詳しくは、whitepapers.axis.com/edge-to-edge-technology でホワイトペーパー“Edge-to-edge
technology”(エッジツーエッジ技術) を参照してください。

レレーーダダーーペペアアリリンンググ

エッジツーエッジレーダーペアリングにより、カメラを互換性のあるAxisレーダーに接続し、速度
検知などの統合レーダー機能を利用することができます。

レーダーペアリングは一方向の設定で、1台のカメラと1台のレーダーをペアリングし、カメラを
使って両方の装置の設定と保守を行います。ペアリングすると、カメラのwebインターフェースで
直接レーダーの設定にアクセスし、レーダー固有のイベントルールを作成できます。このカメラ
は、VMSではレーダー機能が統合されているカメラとしても識別されます。

また、レーダーストリームはカメラの2番目のビューエリア、VViieeww aarreeaa 22 ((ビビュューーエエリリアア22)) に表
示されます。レーダーによって生成されたメタデータは、チチャャンンネネルル22と呼ばれるカメラの2番目
のメタデータ生成チャンネルから利用できます。

ススピピーーカカーーののペペアアリリンンググ

エッジツーエッジのスピーカーペアリングにより、対応するAxisネットワークスピーカーをカメラ
の一部であるかのように使用できます。ペアリングすると、スピーカーの機能はカメラのwebイン
ターフェースに統合され、ネットワークスピーカーは音声出力装置として機能し、音声クリップ
を再生したり、カメラを介して音声を送信したりすることができます。

カメラはVMSで音声出力を内蔵したカメラであると識別され、再生された音声をスピーカーにリダ
イレクトします。

表示エリア

ビューエリアは、全体画像から一部をクリッピングした画像です。全体画像の代わりにビューエ
リアをストリーミングおよび保存することで、必要な帯域幅とストレージ容量を最小限に抑える
ことができます。ビューエリアに対してPTZを有効にすると、そのビューエリア内でパン/チルト/
ズームを行うことができます。ビューエリアを使用すると、空など全体画像の一部を削除するこ
とができます。

ビューエリアを設定するときは、ビデオストリームの解像度をビューエリアのサイズ以下のサイ
ズにすることをお勧めします。ビデオストリームの解像度をビューエリアのサイズより大きいサ
イズに設定すると、センサーがキャプチャーした後にビデオがデジタルで拡大されるため、画像
情報の追加なしでも必要な帯域幅が増えます。

注
カメラとレーダーをエッジツーエッジでペアリングした場合、レーダーストリームはカメラの2
番目のビューエリアに表示されます。

AAXXIISS IImmaaggee HHeeaalltthh AAnnaallyyttiiccss

AIベースのアプリケーション「AXIS Image Health Analytics」により、画像の劣化や改ざんの試み
を検知することができます。このアプリケーションにより、シーンの動作を分析して学習するこ
と、画像のぼやけや露出不足を検知すること、また遮られた視界や方向転換した視界を検知する
ことができます。検知された対象に対してイベントを送信するようにアプリケーションを設定
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し、カメラのイベントシステムまたはサードパーティ製ソフトウェアを通じてアクションをトリ
ガーすることができます。

アプリケーションの動作の詳細については、AXIS Image Health Analyticsユーザーマニュアルを参
照してください。
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仕様

製品概要

1 ドーム
2 ドームカバー
3 蓋
4 カメラユニット
5 取付ブラケット
6 ウェザーシールド
7 SDカードメモリースロット
8 ネットワークコネクタ (PoE)
9 ステータスLEDインジケーター
10 IR LED
11音声コネクター
12コントロールボタン
13 I/Oコネクター

LEDインジケーター

スステテーータタススLLEEDD 説説明明

消灯 接続時および正常動作時です。

緑 起動後正常に動作する場合、10秒間、緑色に点灯します。

オレンジ 起動時に点灯し、装置のソフトウェアのアップグレード中、または工場
出荷時の設定にリセット中に点滅します。

オレンジ/赤 ネットワーク接続が利用できないか、失われた場合は、オレンジ色/赤色
で点滅します。
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SDカードスロット

注意
• SDカード損傷の危険があります。SDカードの挿入と取り外しの際には、鋭利な工具や金属
性の物を使用したり、過剰な力をかけたりしないでください。カードの挿入や取り外しは
指で行ってください。

• データ損失や録画データ破損の危険があります。SDカードを取り外す前に、装置のwebイ
ンターフェースからマウント解除してください。本製品の稼働中はSDカードを取り外さな
いでください。

本装置は、microSD/microSDHC/microSDXCカードに対応しています。

推奨するSDカードについては、axis.comを参照してください。

microSD、microSDHC、およびmicroSDXCロゴは、SD-3C LLCの商標です。
microSD、microSDHC、microSDXCは、米国および/または他の国々におけるSD-3C, LLCの商標ま
たは登録商標です。

ボタン

ココンントトロローールルボボタタンン

コントロールボタンは、以下の用途で使用します。
• 製品を工場出荷時の設定にリセットする。工場出荷時の設定にリセットする, on page 48を
参照してください。

コネクター

ネネッットトワワーーククココネネククタターー

Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

音音声声ココネネククタターー

音声入出力用4ピンターミナルブロック。

機機能能 ピピンン メメモモ

GND 1 アース

リング給電 2 外部ソース用12V

マイク/ライン入力 3 マイクロフォン (アナログまたはデジタル) またはライン入力 (モ
ノラル)。5 Vマイクロフォンバイアスが利用可能。

ライン出力端子 4 ラインレベル音声出力 (モノラル)。パブリックアドレス (PA) シ
ステムまたはアンプ内蔵アクティブスピーカーに接続可能。

II//OOココネネククタターー

I/Oコネクターに外部装置を接続し、動体検知、イベントトリガー、アラーム通知などと組み合わ
せて使用することができます。I/Oコネクターは、0 VDC基準点と電力 (12 V DC出力) に加えて、以
下のインターフェースを提供します。
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デデジジタタルル入入力力 -- 開回路と閉回路の切り替えが可能な装置 (PIRセンサー、ドア/窓の接触、ガラス破
損検知器など) を接続するための入力です。

状状態態監監視視入入力力 -- デジタル入力のいたずらを検知する機能が有効になります。

デデジジタタルル出出力力 -- リレーやLEDなどの外部装置を接続します。接続された装置は、VAPIX®アプリケー
ションプログラミングインターフェースを通じたイベントまたは本装置のwebインターフェースか
ら有効にすることができます。

4ピンターミナルブロック

機機能能 ピピ
ンン

メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 VDC

DC出力 2

補助装置の電源供給に使用できます。
注:このピンは、電源出力としてのみ使用でき
ます。

12VDC
最大負荷= 25mA

デジタル入
力/状態監視

3 動作させるにはピン1に接続し、動作させな
い場合はフロート状態 (未接続) のままにしま
す。状態監視を使用するには、終端抵抗器を
設置します。抵抗器を接続する方法について
は、接続図を参照してください。

0～30 VDC (最大)

デジタル出力 4 アクティブ時はピン1 (DCアース) に内部で接
続し、非アクティブ時はフロート状態 (未接
続) になります。リレーなどの誘導負荷とと
もに使用する場合は、過渡電圧から保護する
ために、負荷と並列にダイオードを接続しま
す。

0～30 VDC (最大)、オープ
ンドレイン、100 mA

例:

1 DCアース
2 DC出力12 V、最大25 mA
3 状態監視入力
4 デジタル出力
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする

警警告告
本製品は有害な光を放射することがあります。眼に有害となる可能性があります。動作ラン

プを凝視しないでください。

重要
工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行
うと、IPアドレスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

注
カメラにはAXIS License Plate Verifierがあらかじめ設定されています。工場出荷時の設定に戻し
た場合、ライセンスキーは保持されます。工場出荷時の設定にリセットした後、アプリケー
ションを再インストールする必要はありません。

本製品を工場出荷時の設定にリセットするには、以下の手順に従います。

1. 本製品の電源を切ります。
2. コントロールボタンを押した状態で電源を再接続します。製品概要, on page 45を参照して
ください。

3. ステータスLEDインジケーターがオレンジで点滅するまでコントロールボタンを15～30秒
間押し続けます。

4. コントロールボタンを放します。プロセスが完了すると、ステータスLEDが緑色に変わりま
す。これで本製品は工場出荷時の設定にリセットされました。ネットワーク上に利用可能
なDHCPサーバーがない場合、デフォルトのIPアドレスは192.168.0.90になります。

5. インストールおよび管理ソフトウェアツールを使用して、IPアドレスの割り当て、パスワー
ドの設定、装置へのアクセスを行います。
axis.com/supportのサポートページに、インストールおよび管理ソフトウェアツールが用意
されています。

装置のWebページを使用して、各種パラメーターを工場出荷時の設定に戻すこともできます。
[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス)) > FFaaccttoorryy ddeeffaauulltt ((工工場場出出荷荷時時のの設設定定))] に移動し、[DDeeffaauulltt ((デデ
フフォォルルトト))] をクリックします。

AXIS OSのオプション

Axisは、アクティブトラックまたは長期サポート (LTS) トラックのどちらかに従って、装置のソフ
トウェアの管理を提供します。アクティブトラックでは、最新の製品機能すべてに常時アクセス
できますが、LTSトラックの場合、バグフィックスやセキュリティ更新に重点を置いた定期的リ
リースが提供される固定プラットフォームを使用します。

最新の機能にアクセスする場合や、Axisのエンドツーエンドシステム製品を使用する場合は、アク
ティブトラックのAXIS OSを使用することをお勧めします。最新のアクティブトラックに対して継
続的な検証が行われないサードパーティの統合を使用する場合は、LTSトラックをお勧めします。
LTSにより、大きな機能的な変更や既存の統合に影響を与えることなく、サイバーセキュリティを
維持することができます。Axis装置のソフトウェア戦略の詳細については、axis.com/support/
device-softwareにアクセスしてください。

AXIS OSの現在のバージョンを確認する

装置の機能はAXIS OSによって決まります。問題のトラブルシューティングを行う際は、まずAXIS
OSの現在のバージョンを確認することをお勧めします。最新バージョンには、特定の問題の修正
が含まれていることがあります。

AXIS OSの現在のバージョンを確認するには:

1. 装置のwebインターフェース> [SSttaattuuss ((スステテーータタスス))] に移動します。
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2. [DDeevviiccee iinnffoo ((デデババイイスス情情報報))] で、AXIS OSのバージョンを確認します。

AXIS OSをアップグレードする

重要
• デバイスソフトウェアのアップグレードでは、既定の設定とカスタマイズ設定が保存され
ます。Axis Communications ABは、新しいAXIS OSバージョンで機能が利用可能であって
も、設定が保存されることを保証できません。

• AXIS OS 12.6以降、お使いのデバイスの現在のバージョンからアップグレードバージョンま
でのすべてのLTSバージョンをインストールする必要があります。たとえば、現在インス
トールされているデバイスソフトウェアのバージョンがAXIS OS 11.2の場合、
デバイスをAXIS OS 12.6にアップグレードする前に、LTSバージョンであるAXIS OS 11.11を
インストールする必要があります。詳しくは、AXIS OS Portal: アップグレードパスを参照し
てください。

• アップグレードプロセス中は、デバイスを電源に接続したままにしてください。

注
• アクティブトラックのAXIS OSの最新バージョンで装置をアップグレードすると、製品に最
新機能が追加されます。アップグレードする前に、AXIS OSと共に提供されるアップグレー
ド手順とリリースノートを必ずお読みください。AXIS OSの最新バージョンとリリースノー
トについては、axis.com/support/device-softwareにアクセスしてください。

1. AXIS OSのファイルをコンピューターにダウンロードします。これらのファイルはaxis.com/
support/device-softwareから無料で入手できます。

2. デバイスに管理者としてログインします。
3. [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >>[[AAXXIISS OOSS uuppggrraaddee ((AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド))]] に移動
し、[UUppggrraaddee ((アアッッププググレレーードド))] をクリックします。

アップグレードが完了すると、製品は自動的に再起動します。
AXIS Device Managerを使用すると、複数の装置を同時にアップグレードできます。詳細について
は、axis.com/products/axis-device-managerをご覧ください。

技術的な問題と解決策

AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド時時のの問問題題

AAXXIISS OOSSアアッッププググレレーードド失失敗敗

アップグレードに失敗した場合、装置は前のバージョンを再度読み込みます。最も一般的な理由
は、AXIS OSの間違ったファイルがアップロードされた場合です。装置に対応したAXIS OSの
ファイル名であることを確認し、再試行してください。

AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド後後のの問問題題

アップグレード後に問題が発生する場合は、[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))] ページから、以前
にインストールされたバージョンにロールバックします。

IIPPアアドドレレススのの設設定定でで問問題題がが発発生生すするる
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IIPPアアドドレレススをを設設定定ででききなないい

• デバイス用のIPアドレスと、デバイスへのアクセスに使用するコンピューターのIPアドレ
スが異なるサブネットにある場合は、IPアドレスを設定することはできません。ネット
ワーク管理者に連絡して、適切なIPアドレスを取得してください。

• そのIPアドレスは別のデバイスで使用されている可能性があります。以下の手順で確認し
てください。
1. デバイスをネットワークから切断します。
2. コマンドウィンドウまたはDOSウィンドウで、pingコマンドとデバイスのIPアド

レスを入力します。
3. Reply from <IP address>: bytes=32; time=10...という応答を受取った場

合は、ネットワーク上の別のデバイスでそのIPアドレスがすでに使われている可能
性があります。ネットワーク管理者から新しいIPアドレスを取得し、デバイスを再
度インストールしてください。

4. Request timed outが表示された場合は、AxisデバイスでそのIPアドレスを使用
できます。この場合は、すべてのケーブル配線をチェックし、デバイスを再度イ
ンストールしてください。

• 同じサブネット上の別のデバイスとIPアドレスの競合が発生している可能性があります。
DHCPサーバーによって動的アドレスが設定される前は、Axisデバイスは静的IPアドレス
を使用します。つまり、デフォルトの静的IPアドレスが別のデバイスでも使用されている
と、デバイスへのアクセスに問題が発生する可能性があります。

デデババイイススへへののアアククセセススのの問問題題

ブブララウウザザかかららデデババイイススににアアククセセススすするる際際、、ロロググイインンででききなないい

HTTPSが有効になっている場合、ログインを試行するときに正しいプロトコル (HTTPまたは
HTTPS) を使用していることを確認します。場合によっては、ブラウザのアドレスフィールドに
手動でhttpまたはhttpsを入力する必要があります。

rootアカウントのパスワードを忘れた場合は、デバイスを工場出荷時の設定にリセットする必要
があります。手順については、工場出荷時の設定にリセットする, on page 48を参照してくださ
い。

DDHHCCPPにによよっっててIIPPアアドドレレススがが変変更更さされれたた

DHCPサーバーから取得したIPアドレスは動的なアドレスであり、変更されることがあります。
IPアドレスが変更された場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用してデバイス
のネットワーク上の場所を特定してください。デバイスのモデルまたはシリアル番号、あるいは
DNS名 (設定されている場合) を使用してデバイスを識別します。

必要に応じて、静的なIPアドレスを手動で割り当てることができます。手順については、axis.
com/supportにアクセスしてください。

IIEEEEEE 880022..11XX使使用用時時のの証証明明書書エエララーー

認証を正しく行うには、Axisデバイスの日付と時刻をNTPサーバーと同期させなければなりませ
ん。[SSyysstteemm ((シシスステテムム)) >> DDaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと時時刻刻))] に移動します。

ブブララウウザザががササポポーートトさされれてていいまませせんん

推奨ブラウザの一覧は、ブラウザーサポート, on page 2を参照してください。
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外外部部かかららデデババイイススににアアククセセススででききまませせんん

装置に外部からアクセスする場合は、以下のいずれかのWindows®向けアプリケーションを使用
することをお勧めします。

• AXIS Camera Station Edge：無料で使用でき、最小限の監視が必要な小規模システムに最
適です。

• AXIS Camera Station Pro:90日間の試用版を無料で使用でき、中小規模のシステムに最適
です。

手順とダウンロードについては、axis.com/vmsにアクセスしてください。

スストトリリーーミミンンググのの問問題題

ロローーカカルルククラライイアアンントトししかかママルルチチキキャャスストトHH..226644ににアアククセセススででききなないい

ルーターがマルチキャストをサポートしているかどうか、またはクライアントと装置の間のルー
ター設定を行う必要があるかどうかを確認してください。TTL (Time To Live) 値を上げる必要が
ある場合もあります。

HH..226644ののママルルチチキキャャスストト画画像像ががククラライイアアンントトでで表表示示さされれなないい

Axisデバイスで使用されたマルチキャストアドレスが有効かどうか、ネットワーク管理者に確認
してください。

ファイアウォールが表示を妨げていないかどうか、ネットワーク管理者に確認してください。

HH..226644画画像像ののレレンンダダリリンンググ品品質質がが悪悪いい

グラフィックカードで最新の装置ドライバーが使用されていることを確認してください。最新の
ドライバーは、通常、メーカーのWebサイトからダウンロードできます。

彩彩度度ががHH..226644ととMMoottiioonn JJPPEEGGでで異異ななるる

グラフィックアダプターの設定を変更します。詳細については、グラフィックカードのマニュア
ルを確認してください。

フフレレーームムレレーートトがが予予期期ししたたレレーートトよよりり低低いい

• パフォーマンスに関する一般的な検討事項, on page 53を参照してください。

• クライアントコンピュータで実行されているアプリケーションの数を減らします。
• 同時閲覧者の数を制限します。
• 使用可能な帯域幅が十分かどうか、ネットワーク管理者に確認します。
• 画像の解像度を下げます。
• 装置のwebインターフェースにログインし、フレームレートを優先するキャプチャーモー
ドを設定します。フレームレートを優先するようにキャプチャーモードを変更すると、
使用する装置と利用可能なキャプチャーモードによっては、最大解像度が低下すること
があります。

ラライイブブビビュューーででHH..226655エエンンココーードド方方式式をを選選択択ででききなないい

WebブラウザーではH.265のデコーディングをサポートしていません。H.265のデコーディング
に対応した映像管理システムまたはアプリケーションを使用してください。
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MMQQTTTTのの問問題題

MMQQTTTTオオーーババSSSSLLをを使使用用ししててポポーートト88888833経経由由でで接接続続ででききなないい

ファイアウォールは、ポート8883を使用する通信を安全ではないとみなし、ブロックします。

場合によっては、サーバー/ブローカーによってMQTT通信用に特定のポートが提供されていない
可能性があります。この場合でも、HTTP/HTTPSトラフィックに通常使用されるポート経由で
MQTTを使用できる場合もあります。

• サーバー/ブローカーが、通常はポート443経由で、
WebSocket/WebSocket Secure (WS/WSS) をサポートしている場合は、代わりにこのプロ
トコルを使用してください。サーバー/ブローカープロバイダーに問い合わせて、
WS/WSSがサポートされているかどうか、どのポートと基本パスを使用するかを確認して
ください。

• サーバー/ブローカーがALPNをサポートしている場合、MQTTの使用は443などのオープ
ンポートでネゴシエートできます。ALPNのサポートの有無、使用するALPNプロトコルと
ポートについては、サーバー/ブローカーのプロバイダーに確認してください。

デデババイイススのの動動作作にに関関すするる問問題題

フフロロンントトヒヒーータターーととワワイイパパーーがが作作動動ししてていいなないい

フロントヒーターまたはワイパーがオンにならない場合は、上部カバーがハウジングユニットの
底部に正しく固定されているか確認してください。

このページで解決策が見つからない場合は、axis.com/supportのトラブルシューティングセクショ
ンに記載されている方法を試してみてください。

未未知知のの車車両両がが受受けけ入入れれととししててににママーーククさされれるる

アプリケーションが、許可リストに含まれないナンバープレートの車両を受け入れる場合、考え
られる理由の1つは、比較の際に1文字の逸脱が許可されていることです。

たとえば、AAXXII SS11223344が許可リストに含まれている場合、アプリケーションはAAXXII SSII223344を受け
入れます。

同様に、AAXXIISS 11223344が許可リストに含まれている場合、アプリケーションはAAXXII 11223344を受け入れ
ます。

追加設定, on page 24 に移動して、許可される文字を設定します。

アアププリリケケーーシショョンンととココンントトロローーララーーままたたははリリレレーーモモジジュューールルのの間間のの接接続続がが機機能能ししなないい

コントローラーまたはリレーモジュールでHTTP経由のデータトラフィックが許可されているこ
とを確認してください。この設定を変更する方法については、対応するデバイスのユーザーズマ
ニュアルを参照してください。

レレーーダダーーののペペアアリリンンググででのの問問題題

カメラとレーダーを
ペアリングできない

レーダーは自動的に割り当てられるため、カメラの2番目のビューエリア
(VViieeww aarreeaa 22 ((ビビュューーエエリリアア22))) が使用されていないことを確認してくだ
さい。

2番目のビューエリアが使用されている場合は、VViiddeeoo >> VViieeww aarreeaass ((ビビ
デデオオ >>ビビュューーエエリリアア))] に移動してビューエリアを削除してから、装置の
ペアリングを再試行します。
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カメラビューの移動
車両が、速度オー
バーレイやレーダー
ビューの軌跡と同期
していない

カメラとレーダーの時刻が同期していることを確認します。

ステータスを確認するには、各装置のwebインターフェースの [SSttaattuuss >>
TTiimmee ssyynncc ssttaattuuss ((スステテーータタスス>>時時刻刻同同期期スステテーータタスス))] に移動します。
ステータスが「SSyynncchhrroonniizzeedd:: NNoo ((同同期期済済みみ:: いいいいええ))」と表示されてい
る場合は、[NNTTPP sseettttiinnggss ((NNTTPP設設定定))] をクリックし、装置を同期するタ
イムソースを選択します。両方の装置に同じタイムソースを使用してい
ることを確認します。

カメラの2番目の
ビューエリアにレー
ダーストリームが正
しく表示されない

エッジツーエッジでペアリングされた後のレーダーのデフォルト解像度
は、カメラのWebインターフェースでもVMSでも1280x720です。別の解
像度を選択すると、レーダーストリームが正しく表示されません。

レーダーの解像度を調整するには、カメラのwebインターフェースで
[VViiddeeoo >> SSttrreeaamm >> GGeenneerraall ((ビビデデオオ>>スストトリリーームム >>一一般般))] に移動し、
[VViieeww aarreeaa 22 ((ビビュューーエエリリアア22))] を選択します。

オオーーババーーレレイイのの問問題題

カメラのwebイン
ターフェースで追加
したオーバーレイが
レーダーペアリング
後に消える

カメラに複数のビューエリアを追加した場合、以前に追加したオーバー
レイはカメラのwebインターフェースから消えます。レーダーのペアリ
ング後、レーダーは2番目のビューエリアを占有するため、カメラのweb
インターフェースにある既存のオーバーレイはすべて消えます。

オーバーレイが消えるのはwebインターフェースからだけです。VMSな
どでは、オーバーレイを含むストリームを要求することができます。

AXIS License Plate
Verifierで追加したナ
ンバープレートの
オーバーレイが表示
されない

AXIS Speed Monitorで車速を表示するオーバーレイを追加し、
AXIS License Plate Verifierでナンバープレートオーバーレイをオンにした
場合、ナンバープレートオーバーレイは表示されません。

AXIS Speed Monitorで速度オーバーレイを追加する前に、まず
AXIS License Plate Verifierでオーバーレイをオンにしてください。

パフォーマンスに関する一般的な検討事項

システムを設定する際には、さまざまな設定や条件がシステムのパフォーマンスにどのように影
響するかを検討することが重要です。帯域幅 (ビットレート) に影響を与える要因もあれば、フ
レームレートに影響を与える要因もあり、両方に影響する要因もあります。

考慮すべき最も重要な要因:

• 画像解像度が高い、または圧縮レベルが低いと、画像のファイルサイズが増大し、結果的
に帯域幅に影響を及ぼします。

• GUIで画像を回転させると、本製品のCPU負荷が増加することがあります。
• 多数のMotion JPEGクライアントまたはユニキャストH.264/H.265/AV1クライアントによる
アクセスは帯域幅に影響します。

• 様々なクライアントが様々な解像度や圧縮方式が異なるストリームを同時に閲覧すると、
フレームレートと帯域幅の両方に影響を及ぼします。
フレームレートを高く維持するために、できる限り同一ストリームを使用してください。
ストリームプロファイルを使用すると、ストリームの種類が同一であることを確認できま
す。

• 異なるコーデックのビデオストリームへの同時アクセスが発生すると、フレームレートと
帯域幅の両方に影響が及ぼされます。最適な性能が実現するように、同じコーデックのス
トリームを使用してください。

• イベント設定を多用すると、製品のCPU負荷に影響が生じ、その結果、フレームレートに
影響します。
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• 特に、Motion JPEGのストリーミングでは、HTTPSを使用するとフレームレートが低くなる
場合があります。

• 貧弱なインフラによるネットワークの使用率が高いと帯域幅に影響します。
• パフォーマンスの低いクライアントコンピューターで閲覧するとパフォーマンスが低下
し、フレームレートに影響します。

• 複数のAXIS Camera Application Platform (ACAP) アプリケーションを同時に実行すると、フ
レームレートと全般的なパフォーマンスに影響する場合があります。

サポートに問い合わせる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。
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